








಄ਤ൛̍ר

4&�� ҪށɹҪށഇઈޙͷਫཷΊʹ͓͚Δͷग़ঢ়گ



಄ਤ൛̎ר

൨ະʢখࡼͷܕߥʣɹ左：No.361　中：No.422　右：No.469　S=1/3

4&�� Ҫށग़（一部・保存処理後）

൨ະʢͷܕߥʣɹ左：Ａ類・No.305　右：Ｂ類・No.450　S=1/3

൨ະʢࡼʣɹNo.391　S=1/3



ংɹɹจ
　蔵王ࢁの๛かな自然ڥにܙまれた蔵王町は、大ੲから大มॅΈྑいところͩͬ

たのでしΐう。地Ҭにされたଟくの遺跡たちが、༔ٱの時をこえてͦのことをྗ

ͮよく物ͬޠています。

　地中に埋もれたଠݹのਓʑの生׆のࠟ跡である遺跡は、λΠϜΧϓηϧにྫえられ

ます。しかし、෧じࠐめたものがͦͬくりͦのまま掘りฦされるλΠϜΧϓηϧとは

ҧい、遺跡は時のもの͝とのすべてをࢲたちにえてくれるわけではありません。

い年月の間に、りにくいものはࣦわれ、ࣦわれにくいものͩけがります。遺跡

とは、༷ ʑなもの͝とが年月の経աとともに෩化し、ࣦ われたにӡにもされた、

ଠݹのਓͼとの生׆のかすかなࠟ跡にա͗ないのです。

　ຊ書では、県営ほ場整備事業の࣮施にઌ立ͬて平成 19・20 年に࣮施した十郎田

遺跡の発掘調査成果のうち、第 66 号井戸跡から出土した 190 点もの木製遺物につい

て͝報告します。ٺしやすく、௨ৗの遺跡ڥではりにくい木製遺物が、ྑな

状態で大量に発ݟされたوॏな事ྫです。

　発ݟされた遺物の大は、小皿や椀などの木地製品を製作する్中のものでした。

これらを分析し、ຽଏ事ྫとのൺֱもަえてଟํ面からݕ౼することで、中世の木

地工ٕܳज़をղ明するखֻかりをಘることができました。ʮ౷産業  ԕ刈田こけしʯ

の産地であり、ݹくから木地工ܳの౷がࠜくわが町にとͬて、ࠓճಘられた調査

成果は、はるかੲから育まれてきた地Ҭの文化と౷にରするཧղをਂめる一ॿとな

ることでしΐう。

　発掘調査と整ཧ作業の࣮施にあたͬては、宮城県教育ி文化財อޢ՝、宮城県大河

原地ํৼڵ事所、蔵王町土地վྑ区、小村崎区をはじめ、ଟくの֤Ґより͝ࢦಋ、

、ࢯ༞ܒ 原౻、ࢯ郎 ౻ࠤ りました。また、ຊ書のࣥචにあたり木地৬ਓࣀをྗڠ͝

東北地ํ木地ࢣ学ڀݚ会 ۚ井 ࢯߊ、Ԟ会ത物ؗ 部 ߁ਓࢯより木地工ܳに関す

るશൠ的なޚ教ࣔをࣀりました。ಞくྱޚਃし্͛ます。

ݚ後になりますが、ຊ書にまとめられた学ज़的成果が地Ҭॅຽのօさまや֤地の࠷　

ތ土をѪしڷղ明に立てられるとともに、町ຽ֤Ґの࢙土のྺڷ、用され׆者にڀ

りにࢥう৺を育Ήྐとなることをにئいংといたします。

平成 23 年 11 月
蔵王町教育委員会
教育　ࠤ౻ ໜኍ





ྫɹɹݴ

１ɽຊ書は、蔵王町大字小村崎字十郎田・宮前地内に所在する十郎田遺跡の緊急発掘調査報告書である。

２ɽຊ遺跡の発掘調査は、経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う事前調査として行なͬ

たものであり、発掘調査から整ཧ作業͓よͼຊ書の作成にࢸる一࿈の業は、調査原因となͬた事

業の主体者である宮城県大河原地ํৼڵ事所を委ୗ者、蔵王町をडୗ者とする業委ୗܖをక

結し、蔵王町教育委員会が平成 19・20 年に発掘調査・基ૅ整ཧ作業、平成 22・23 年にຊ整ཧ・

報告書作成作業を࣮施した。

３ɽຊ書で報告するのは、ຊ発掘調査のうち 4 区で֬ೝした SE66 井戸跡の調査成果と、ຊ発掘調査に

関する自然科学的分析の結果である。な͓、SE66 井戸跡Ҏ֎の調査成果については、蔵王町文化

財調査報告書第 13 集ʮ十郎田遺跡１ʯに͓いて報告している。したがͬて、遺跡の֓ཁと調査に

。রされたいࢀる経緯、調査のํ法と経աなどについてৄしくはʮ十郎田遺跡１ʯをࢸ

̐ɽຊ遺跡の発掘調査と整ཧ作業は蔵王町教育委員会が主体となり、教育総՝文化財อޢが୲し

た。৬員体੍は下記のと͓りである。

　　教 育 　ࢁ田 　ߛ（)19d22）　ࠤ౻ ໜኍ（)23）

　　教 育 総  ՝ 　զ࠺ 　一（)19）　大প ๕ᅳ（)20d22）　高 ਖ਼ਓ（)23）

　　՝  ิ 明（)23）ߒ ౻ࠤ　高 ਖ਼ਓ（)22）　（19d21(）　 Ѩ部　ࠤ

　　文化財อޢ　ࠤ౻ ༸一　　主　　事　鈴木 　雅

　　文化財ྟ時৬員　庄子 善昭（)19d23）・小ઘ ത明・庄子 ༟美・一ᑍ 　൏・ॏ ਓ（)19）・

զ࠺ な͓Έ・鈴木（ࢁ戸）和美（)20d23）・҆ഒ ಸʑ子・ݹ田 和（)20）・

ᬑ ߳৫（)22d23）・中 ༞一（)22）

　　発掘調査作業員　Ѷ立　 ਗ਼・ଠ田  ・ٛ大ఉ ࢤܚ郎・Ճ౻ ॳ子・ُ 井 ༐ೋ・ࡔ۽ ৴子・小ਿ ࠤ和子・

後౻ ැ美ߐ・小ྛ ࢛郎・小ྛ 美ஐ子・ࠤ౻ 和子・و ౻ࠤ美子・ࠤ౻ র子・

・子ྑ ޱ・ᚸ 一・鈴木 ޫ一・鈴木　 উ・内 ዡ子・ඉٛ ౻ࠤ・࣏ ౻ࠤ

ງ内　 ത・ࢁՈ 次郎・٢田 ࡾ郎（)19d20）・զ࠺ ͻろい・Ճ౻ ༸一・٠地 　ໜ・

鈴木 ॳߐ・ඉޱ ๛一・ԣࢁ ਗ਼蔵（)19）・զ࠺ ӳ子・զ࠺ ّീ・զ࠺ ・

ઙপ 一郎・ࠤ౻ か͓る・ਗ਼ உ（)20）

　　ࣨ内整ཧ作業員　զ ࠺  ӳ 子 ・ 小 ਿ ࠤ  和 子 ・ 小 ྛ ࢛  郎 ・ 小 ྛ  美 ஐ 子 ・ ࠤ ౻  か ͓ る ・

・एಸ（)19・22d23） ࠤؠ・大（)19）　 ࠺美子（)19d20・22d23）・զو ౻ࠤ

内 ዡ子（)20）・大ఉ ࢤܚ郎・ܙ ౻ࠤ子・ࠤ౻ ཬӫ・দ田 子（)22d23）

̑ɽຊ書の作成にࡍし、Ҏ下のॾࢯより͝ࢦಋ・͝ॿݴならͼに͝ྗڠをͬࣀた。

　　ۚ井 ߊ・ࣛຢ ࠤ・ོت౻ 郎・ૣ ྄հ・౻原 ܒ༞・ࢁ田 しΐう・部 ߁ਓ（ܟশུ・ޒ十Իॱ）

̒ɽຊ発掘調査に͓けるݱ場ࣸਅࡱӨに用した機材はҎ下のと͓りである。

Χϝϥ：/JLPO%100・/JLPO%70T ʗϨンズ：AF-S /*,,03 18-70NN G3.5d4.5( E%

̓ɽ遺物のࣸਅࡱӨは、庄子 善昭が୲した。ࡱӨに用した機材はҎ下のと͓りである。

Χϝϥ：/JLPO%90 ʗϨンズ：AF M*$30 /*,,03 60NN F�2.8 % ʗετϩϘ：S6/1A, aVUP544 ʗ

ӨιϑτΣΞ：/JLPO $aNFSa $POUSPM 1SP2ࡱ ʗ૾ݱιϑτΣΞ：AEPCF 1IPUPTIPQ -JHIUSPPN3 WFS.3.0

̔ɽຊ書にࡌܝした遺構࣮測ਤのτϨーε、画૾ॲཧ、ϨΠΞτには下記のιϑτΣΞを用した。

AEPCF 1IPUPTIPQ6.0・$S4 ʗ AEPCF *MMVTUSaUPS10.0・$S4 ʗ AEPCF *O%FTJHO$S4



̕ɽຊ書にࡌܝした遺構࣮測ਤのτϨーε、遺物࣮測ਤの作成͓よͼτϨーε、遺物ࣸਅࡱӨ、ਤ൛Ϩ

ΠΞτなどは文化財ྟ時৬員が中৺となり、ࣨ内整ཧ作業員がこれをॿけた。

10ɽຊ発掘調査の整ཧ作業は、下記の調査員が中৺となり、調査員શ員でٞڠしながらਐめた。

　　遺構：զ࠺ な͓Έ、木製品：庄子 善昭・鈴木 和美・小ઘ ത明、౷括： 鈴木　 雅・庄子 善昭

11ɽຊ書の作製は、調査員શ員のٞڠを経て下記の分୲で行ない、ࣨ内整ཧ作業員がこれをॿけた。

　　ຊ文ࣥච：鈴木　 雅・庄子 善昭、編集：鈴木　雅・鈴木 和美、ߍਖ਼・র߹：ࠤ౻༸一・鈴木 和美

12ɽຊ発掘調査で出土した遺物͓よͼࣸਅ・ਤ面の記資料については、蔵王町教育委員会が一括し

てӬٱอしている。

ຌɹɹྫ

１ɽຊ発掘調査に͓ける測量原点の࠲ඪは、日ຊ測地ܥに基ͮく平面角࠲ඪ第ᶠܥによる。測量成

果දは第 3 ਤにࣔした。な͓、ํҐは࠲ඪ北をදしている。

２ɽຊ発掘調査では、調査区内に工事用測量基४ߌを基४として 3N άリοドを設定し、東西・ೆ北ํ

に͓ܥඪ第ᶠ࠲に基ͮく平面角ܥඪに͓ける北は日ຊ測地࠲地ہに字をした。άリοドの

ける࠲ඪ北を基४として東に 6.3°のํҐである。

３ɽ第 1 ਤは、5 ສ分の 1 ಓ県土地分ྨ基ຊ調査に͓ける地形分ྨਤʮനੴʯの一部を用した。

̐ɽຊ書で用した土৭の記ड़については、ʮ৽൛ඪ४土৭ʯ（小・原 2005）をࢀরした。

̑ɽຊ書で用した遺構番号は、遺構種別に関わらͣ調査時にされた࿈ଓする番号を用した。

̒ɽҾ用文͓ݙよͼࣥචにあたりࢀ考にした文ݙについては巻に一括してࡌܝした。

ௐࠪཁ߲

遺 跡 名：十郎田遺跡（宮城県遺跡ొ番号：05105　遺跡記号：Ｔ̯）

所 在 地：宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字十郎田・宮前地内

発掘調査面積：9,099㎡（事前調査分 5,452㎡、֬ೝ調査分 3,647㎡）

調 査 期 間：平成 19 年 8 月 24 日 d 平成 20 年 1 月 15 日（1d4 区）

平成 20 年 7 月 7 日 d11 月 7 日（5 区）

調 査 原 因：経営体育成基盤整備事業円田 2 期地区区画整ཧ工事（県営ほ場整備事業）

調 査 主 体：蔵王町教育委員会　教育　ࢁ田 ߛ

調 査 ୲ ：蔵王町教育委員会教育総՝文化財อޢ　主事　鈴木 雅

調 査 員：ࠤ౻ ༸一　鈴木 雅（教育総՝文化財อޢ）

庄子 善昭（)19・20）

小ઘ ത明・庄子 ༟美・一ᑍ 　൏・ॏ ਓ（)19）

զ࠺ な͓Έ・ࢁ戸 和美・҆ഒ ಸʑ子・ݹ田 和（)20）

調 査 ࢦ ಋ：宮城県教育ி文化財อޢ՝

調 査 ڠ ྗ：宮城県大河原地ํৼڵ事所　蔵王町土地վྑ区　蔵王町小村崎区
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第１અ　遺跡のҐஔと地ཧ的ڥ

�

第̍章　Ҩͷ֓ཁͱௐࠪʹࢸΔܦҢɺௐࠪ֓ཁ

ୈ̍અɹ遺跡の֓ཁ
　十郎田遺跡は、宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字十郎田・宮前地内に所在するݹ代～中世の集落跡で

ある。蔵王町場の北東 3.9LN にҐஔし、円田ຍ地北西部にあるඪ高 93N の平なઉ状ٰྕ্に立

地する（第 1 ਤ）。円田ຍ地は蔵王࿈ๆの東にҐஔし、ᤵをはじめとするෳの小河によͬて形

成されたԭ積地である。ຍ地はೆをআくํࡾをٰྕにғまれ、ຍ地ఈ面のൣғは東西 1.2LN、ೆ北

3.5LN を測る。ᤵྲྀҬは自然అが未発ୡで、ຍ地ఈ面に࣪地ଳを形成しながらຍ地ೆଆでদと߹

ྲྀし、നੴを経てѨ۾へといでいる。遺跡周辺の地形はۙ代Ҏ߱のߞ地整ཧなどでվมされ、

をఄしているが、県営ほ場整備事業に伴う一࿈の発掘調査により、ຍ؍ܠ況は地形的なม化にしいݱ

地北部ではඍ高地と小規な状の地とがෳࡶに入りんͩ؍ܠであͬたことが明している。

第１図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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第１ষ　遺跡の֓ཁ

�

ୈ̎અɹ調査ʹࢸΔܦҢ
　蔵王町北東部の円田ຍ地にがる水田地ଳをରとした経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事

業）では、平成 8 年にຍ地中・北部（円田 2 期地区）の事業計画がࡦ定された。事業区Ҭはଟの

埋蔵文化財แ蔵地をؚんでいたことから、同年より文化財อޢଆの宮城県教育委員会、蔵王町教育委員

会と原因者ଆの宮城県大河原地ํৼڵ事所、蔵王町土地վྑ区の࢛者による埋蔵文化財อଘٞڠが։

ेాҨ

˔

写真 1　十郎田遺跡遠景（東から）

のա程で、平成ٞڠ。された࢝ 12 年に蔵王町

教育委員会が分布調査、平成 13・14 年に宮城

県教育ி文化財อޢ՝と蔵王町教育委員会が遺構

֬ೝ調査を࣮施した（宮城県教育委員会 2002・

2003）。この結果に基ͮいて計 14 遺跡の事前調

査計画をࡦ定し、平成 15 年より宮城県教育ி

文化財อޢ՝のྗڠをಘて蔵王町教育委員会が事

前調査をਐめてきた。ຊ遺跡については、ಓ࿏・

水࿏の建設に伴ͬて遺構面が掘される部分をର

とする事前調査を平成 19・20 年に࣮施した。

ୈ̏અɹ調査の֓ཁ
　発掘調査は、遺跡ൣғ内に計画された水࿏・作業ಓ༧定地に 1d5 区を設定し、ॱ 次調査を࣮施した（第

２・３ਤ）。調査はॳ計画では平成 19 年にすべてྃするࠐݟΈであͬたが、5 区でଟの୦݀ॅ

跡が֬ೝされたことから、ཌډ 20 年までのೋか年にわたͬて࣮施した。この結果、୦݀ॅډ跡 41 、ݢ

掘立柱建物跡 66 ౩、柱ྻ跡 38 、井戸跡 10 基、土 107 基、ߔ跡 47 、水溜め状遺構 1 基、ߔ

状遺構 1 基、性格不明遺構 5 基、柱݀ଟを֬ೝした。

跡ډ時代中期・ೆ小ઘࣜ期の୦݀ॅݹ、い時期の遺構としてはݹも࠷　 1 を֬ೝした。同時期のݢ

。田遺跡でも֬ೝしているۼ跡はೆଆにྡするډॅ

時代後期後༿（ඈௗ時代後）では、材木ญによる区画施設を伴う集落跡を֬ೝした。平なઉݹ　

状ٰྕ্を区画した材木ญ跡はઢ的にԆͼてํ形をඳき、ೆ東部にはํ形の小区画がଐしてい

た。区画施設跡の規は東西 366N、ೆ北 142N を測る。区画のೆ東۱には掘立柱建物がஔされ、୦

は区画施設の内部を中৺に、ೆ東部では区画施設֎にも分布していたことが明らかとなͬた。北ډॅ݀

西部では材木ญの北辺にԊͬてԆͼる大ߔ跡を֬ೝし、区画施設の一部に大ߔを伴ͬた可能性がある。

出土遺物には在地土ࢣ器（܀ғࣜ）とҟなる特徴を༗する関東ܥ土ࢣ器がؚまれている。こうした集落

跡は宮城県ೆ部ではॳݟであり、ྩ੍ಋ入期の֘地Ҭの༷૬を考する্でॏཁと考えられる。

　平҆時代では、掘立柱建物と୦݀ॅډで構成される集落跡を֬ೝした。

　中世では、屋敷地の一部とΈられる掘立柱建物跡群、井戸跡などを֬ೝした。

　このうち、ຊ書で報告するのは 4 区で֬ೝした中世の SE66 井戸跡に関する調査成果である。4 区で

はこのほかにݹ時代後期の୦݀ॅډ跡、材木ญ跡、中世の掘立柱建物跡群、水溜め状遺構、井戸跡、

土ߔ、跡などを֬ೝしている（第̐・̑ਤ、ࣸਅ 2・3、ʮ十郎田遺跡１ʯで報告）。

　また、ݹ時代後期の材木ญ跡・୦݀ॅډ跡・掘立柱建物跡、平҆時代・中世の掘立柱建物跡から

出土した柱材、中世の SE66 井戸跡から出土した木製品などをࢼ料として࣮施した放射性炭素年代測定

（AMS 分析）͓よͼ樹種同定分析の結果についてもຊ書に収した。
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第２図　現況測量図・調査区配置図

第３図　調査区設定図と主要な遺構の分布
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第５図　４区西部掘立柱建物跡群

第４図　４区遺構配置図

写真 2　4 区全景（西から） 写真 3　4 区西部掘立柱建物跡群（西から）
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第̎章　4&�� Ҫށͷ֓ཁͱग़Ҩ

ୈ̍અɹ遺ߏの֓ཁ
　SE66 井戸跡は遺跡中ԝ部を東西にԆͼる 4 区の中ԝ部にҐஔする。ଞの遺構とのॏෳ関はない。

ຊ遺構周辺は後世の平が基ຊ層ᶜ層（ԫ৭ϩーϜ層下Ґのന৭೪土層）までٴんでいるが、周辺の

状況から時の地形は平なઉ状ٰྕの部平ୱ面の辺ԑ部を構成する一角であͬたと考えられる。

　ຊ遺構は平面形が࣠ 5.50N、࣠ 3.60N のପ円形をఄし、ਂさ 1.25N の不整な円形で্部が࿙ే

型に։く井戸跡である（第 6 ਤ・ࣸਅ 4d12・16・17）。ଆ材と考えられるものは遺ଘせͣ、井戸ଆを伴ͬ

たかどうかは不明であるが、平面・அ面形状から廃絶後に井戸ଆがൈきऔられた可能性が考えられる。

　堆積土は下部の 6・7 層は地ࢁϒϩοΫをؚΉࠇ৭・ࠇ৭೪࣭シϧτで、ਓҝ的埋土と考えられる。

また、্部の 1d5 層は地ཻࢁ・ϒϩοΫ、小、২物遺体をؚΉࠇ৭೪࣭シϧτ、ࠇ৭シϧτで、自

然堆積土と考えられる。堆積土 4 層にଟ量の木製品をؚΈ、3 層にはຊྨ২物遺体が 20d30DN のް

さで堆積していた。また、ఈ面ۙの堆積土中よりਓ಄大の河原ੴ 2 。が出土したݸ

第 6 図　SE66 井戸跡

SE66 井戸跡　A-A�
/P. 土৭ 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ৭ϩーϜϒϩοΫ・ཻ、小をগ量ؚΉ
2 10:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ϩーϜཻ、২物遺体をগ量ؚΉ
3 7.5:32�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ২物遺体をଟ量にؚΉ
4 2.5:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ϩーϜཻを極গ量ؚΉ　木製遺物แؚ層

/P. 土৭ 土性 備考
5 5:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ϩーϜཻを極গ量、২物遺体をগ量ؚΉ
6 2.5:3�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ϩーϜϒϩοΫをؚΉ

7 5:2�1 ࠇ ೪࣭シϧτ ԫ৭ϩーϜϒϩοΫ・ཻをؚΉ
ਓ಄大の河原ੴをؚΉ
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写真 4　SE66 井戸跡土層断面（上部・北から） 写真 5　SE66 井戸跡土層断面（下部・北から）

写真 6　SE66 井戸跡 4 層遺物出土状況（南から） 写真 7　SE66 井戸跡完掘状況（南から）

写真 9　SE66 井戸跡遺物検出作業写真 8　SE66 井戸跡遺物検出作業
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ୈ̎અɹग़遺
　堆積土 4 層より木製品 189 点、種࣮遺体 1 点、ఈ面より木製品 1 点が出土した。4 層出土の木製品は

挽物未製品（荒型）180 点、杓文字 1 点、柄 1 点、箆 1 点、棒状製品 3 点、不明部材 2 点、不明品 1 点があり、

ఈ面出土の木製品は下駄の歯である（ம 1）。種࣮遺体はϞϞの （֩࣠ 2.6DN）である。挽物未製品（荒

型）は্部ܘと器高から小皿 158 点、椀 21 点、皿 1 点に分ྨできる。このほか、堆積土より土ࢣ器ᆀ・

ᙈ、ਢܙ器ᙈの小ยが出土したが、井戸跡にઌ行する時期の遺物がࠞ入したものとஅされる。

　Ҏ下、出土した木製品の特徴について器種͝とにड़べる。な͓、製作工程に͓いて荒型の大まかなՃ

工を成形、ϩΫϩ挽きによる器面のり出しを整形とݺশする。木製品のՃ工に用いられているਕ物の

推定では、ਕઌの平面形がઢのものをਕ、円ހ状のものを円ਕ、ਖ਼面؍がઢのものを平ਕ、ඉ状

写真 10　挽物未製品（小皿・椀・皿）出土状況

写真 11　挽物未製品（小皿・椀・皿）出土状況

写真 12　挽物未製品（小皿・椀）出土状況

のものをؙਕとݺশする（ம 2）。

൨ະʢখࡼʣ

　（第 7d26 ਤ、ࣸਅਤ൛ 1d20）

　158 点が 出 土し た。 樹 種 はݦ ඍڸ ؍ に よる

同定を࣮施した 20 点はすべてケヤキで、木औり

（ம 3） は ԣ 木 地 ຝ  औ 19 点、 ൘  औ 1 点 で あ

る（第 3 ষ第 2 અ）。্部ܘ 9.3 ～ 11.7DN、ఈ部

ܘ 6.4 ～ 8.6DN、 器 高 2.1 ～ 4.1DN（い ͣ れ も ࠷

大）で、これを平ۉでݟると্部ܘ 10.5DN、

ఈ部ܘ 7.5DN、器高 3.2DN である。平面形は円形

にۙいଟ角形、 ԣஅ面形はややፏ平なٯ形を

ఄする。 、を皿形にૈく成形した荒型で؍֎ ্

面・ఈ面は平ୱでႡり؏かれていない。ଆ面は平

ਕのਕ物によͬてઢ的にりऔられ、平面形が

円形にۙいଟ角形に成形されている。この結果、

ଆ面は 11d24 面の面で構成される。 このう

ち 12d17 面 の も の が  7 ׂ を  め る こ と か ら、

14・15 面程がඪ४的な状態となͬている。ଆ

面のՃ工ࠟは͝くۇかにඉ状にۼんで͓り（ࣸਅ

13）、ਕઌの平面形は円ਕと考えられる。্面・

ఈ面はຝのׂりഽをશ面にすもの 16 点、一

部またはશ面を平ਕのਕ物によͬて平に成形し

ているもの 141 点、 不明 1 点である。 用され

たਕ物のਕ෯をࣔすՃ工ࠟはೝめられなかͬ

たが、Ճ工ࠟの෯はଆ面で࠷大 4.2DN、্面・ఈ

面で࠷大 5.4DN である。֎ఈ面にϩΫϩの௺ࠟが

֬ೝされたものはなく、器面にϩΫϩ挽きをࣔす

ࠟ跡も֬ೝされない。

൨ະʢʣ

　（第 27d31 ਤ・32 ਤ 1、ࣸਅਤ൛ 21d25・26-1）

　21 点 が 出 土 し た。 樹 種 は ݦ ඍ ڸ ؍  に よ
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る 同 定 を ࣮ 施 し た 3 点 は す べ て ケ ヤ キ で、 木 औ り は ԣ 木 地 ຝ  औ で あ る（第 3 ষ 第 2 અ）。 ্ 部 ܘ

14.8d16.5DN、ఈ部ܘ 6.7d9.5DN、器高 6.1d8.1DN（いͣれも࠷大）で、これを平ۉでݟると্部ܘ

15.5DN、ఈ部ܘ 8.4DN、器高 6.9DN である。平面形はほ΅円形にۙいଟ角形をఄし、ԣஅ面形はଆ面

にややؙΈを࣋ち、্部がႡり؏かれたٯ形をఄする。֎؍を椀形にૈく成形した荒形で、্面がਂ

さ 3.0d3.9DN までႡり؏かれ、֎ఈ面は平ୱである。ଆ面は平ਕのਕ物によͬてりऔられ、体部にや

やؙΈを࣋ち、ޱԑ部が内ኪするように成形されている。この結果、ଆ面は 16d25 面の面で構成

される。このうち 20d24 面のものが 7 ׂをめることから、22 面程がඪ४的な状態となͬている。

また、Ճ工ࠟの前後関から、ޱԑ部ۙの後に体部をՃ工していることが分かる。֎ఈ面は平ਕのਕ

物によͬて平に成形されて͓り、一部にຝのׂりഽをすものが 6 点ある。

　Ⴁり؏かれた部分のՃ工状態は、平ਕのਕ物によͬて荒くႡり؏かれたもの（Ａྨ）、ؙਕのਕ物に

よͬて内面を成形したもの（̗ྨ）に分けられる。Ａྨは 4 点ある（第 27 ਤ）。Ⴁり؏かれた部分の

形状は平面形がീ角形、 ԣஅ面形がٯ形をఄ

し、 ਂ さ 2.0d3.4DN、 器 ް は 体 部 で 0.8d2.1DN、

ఈ部で 3.8d4.7DN である。内ఈ面はૈく放射状に

りऔられ、ほ΅平ୱである。̗ྨは 17 点ある

（第 28d31 ਤ・32 ਤ 1）。Ⴁり؏かれた部分の形

状は平面形が円形、ԣஅ面形がٯ形をఄし、ਂ

さ 2.5d3.9DN、 器 ް は 体 部 で 0.3d1.4DN、 ఈ 部 で

2.2d4.5DN である。内ఈ面は中৺部から周ԑ部へ

りऔられ、周ԑ部がくなͬかͬて放射状に

ている。体部内面の下部にଘするਕ物ࠟ跡（ࣸ

ਅ 14）から、内面をႡり؏く作業は体部とఈ面

の調整をަޓに܁りฦしながらਐ行したことが窺

える。また、Ａྨ・̗ྨでႡり؏かれた部分のਂ

さに大きなҧいはなく、̗ྨの内面のՃ工は体部

の器面の成形をҙਤしたことが分かる。

　体部内面の下部と内ఈ面の周ԑ部にଘするਕ

物のਕઌのࠟ跡（ࣸਅ 15）からは、平ਕのＡྨ、

ؙਕの̗ྨともਕઌの平面形は円ਕであることが

分かる。 ଘするࠟ跡の෯はＡྨで 4.0d4.8DN、

̗ྨで 2.1d3.5DN である。の෯が大きい̗ྨ

では、ൺֱ的入೦なՃ工によͬてࠟ跡の一部がফ

ࣦしていると考えられる。これを౿まえると、Ａ

ྨ で は 4.8DN 前 後、 ̗ ྨ で は 3.5DN Ҏ ্ の ਕ ෯

が推定できる。ଆ面・֎ఈ面では用されたਕ物

のਕ෯をࣔすՃ工ࠟはೝめられなかͬたが、

Ճ 工 ࠟ の ෯ は ଆ 面 で ࠷ 大 4.0DN、 ֎ ఈ 面 で ࠷ 大

3.5DN である。

　な͓、第 29 ਤ 3 はଆ面に্ड़のものとはҟな

る特徴を࣋つਕ物ࠟ跡がೝめられる。ࣼめ্ํか

らする平ਕのਕ物のࠟ跡で、ࠟ跡から推定さ

写真 13　挽物未製品（皿）側面の加工状態

写真 15　挽物未製品（椀Ａ類）内面の加工状態

写真 14　挽物未製品（椀Ｂ類）内面の加工状態
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れるਕ෯は 5.1DN Ҏ্である。ਕ物ࠟ跡は木と平行するଆ面にݟられることから、製材（ຝ൘の

ׂりऔり）のࡍに生じた可能性が考えられる。

　第 31 ਤ 1 は֎ఈ面の中ԝ部に 4 か所のϩΫϩ௺ࠟがଘしている。௺ࠟは෯ 0.6d0.7DN で、中ԝ部

の 1 か所から֎ଆに 1.8DN のҐஔにほ΅ۉに 3 か所がҐஔする。内֎面ともにϩΫϩによる整形を

ࣔすࠟ跡はೝめられない。これҎ֎の資料でϩΫϩの௺ࠟ・Ճ工ࠟが֬ೝされたものはない。

൨ະʢࡼʣ（第 32 ਤ 2、ࣸਅਤ൛ 26-2）

　1 点が出土した。樹種はケヤキで、木औりはԣ木地ຝऔである（第 3 ষ第 2 અ）。ଘ状況はྑ

でないが、ܘޱ 23.0DN、ఈܘ 13.7DN と෮ݩされる。内֎面ともにϩΫϩによる整形が行なわれ、֎ఈ

面に高まで作出されているが、ϩΫϩ整形後の高内のりऔりが行なわれていない。このため、ݱ

状で器高 6.0DN であるが、高下（）からの器高は 5.2DN である。器形は体部が内ኪして立ち

্がり、ޱԑ部はͦのまま֎する。器ްは体部中Ґで 0.7DN である。

　֎ఈ面の中ԝ部に 8 か所のϩΫϩ௺ࠟがଘしている。௺ࠟの大きさとҐஔ関は前ड़の挽物椀未

製品（第 31 ਤ 1）で֬ೝされたものとほ΅同一であることから、4 か所の௺を࣋つϩΫϩにҐஔをม

えてೋணされたと考えられる。また、֎ఈ面にϩΫϩ整形後のਕ物ইがೝめられ、作業などとし

てస用されたことが窺える。

ͦのଞの木（第 33・34 ਤ、ࣸਅਤ൛ 27・28）

　杓文字 1 点、下駄の歯 1 点、柄 1 点、箆 1 点、棒状製品 3 点、不明部材 2 点、不明品 1 点が出土した。

杓文字（第 33 ਤ 1）はさ 23.5DN で、箆部はさ 12DN、෯ 8.6DN、ްさ 0.9DN、柄部は 11.5DN、෯

3.9DN、ްさ 0.9DN である。樹種はケヤキである。下駄の歯（第 33 ਤ 2）は一部のΈがଘし、樹種

はケヤキで木औりはදがຝである。形状・木औりから࿇歯下駄の歯と考えられる。柄（第 33 ਤ 3）

はさ 33.0DN、෯ 3.4DN、ްさ 2.4DN で、ԣஅ面形は্ଆで円形にۙく、下ଆでややፏ平なପ円

写真 16　木製品（杓文字）出土状況

写真 17　木製品（棒状製品）出土状況

形をఄする。樹種はΫリである。第 33 ਤ 4 は

ଘ  16.7DN、  ଘ ෯ 5.2DN、 ް さ 2.4DN で、 ഁ

ଛ部がଟくશ体の形状・用్は不明である。箆（第

33 ਤ 5）はଘ 16.8DN、෯ 3.8DN、ް さ 1.4DN で、

ԣஅ面形はࠨӈඇରশなತϨンズ形をఄする。樹

種はΫリである。棒状製品（第 33 ਤ 6d8）は

り出し棒状でଘ 7.6d16.6DN、 ෯ 1.0d1.6DN、

ްさ 0.5d0.6DN である。樹種は༿樹のϜϥαキ

シキϒଐで、第 33 ਤ 7 は্部がඃにより一

部炭化している。不明部材は用్・部Ґのৄࡉが

不明であるが、 樹種はいͣれもΫリである。 第

34 ਤ 1 はଘ 164.7DN、෯ 18.4DN、ް さ 4.7DN

で、 平面形は下ଆがઌ形にࡋち落とされた

൘状をఄし、2 か所に෯ 4.4d5.2DN、さ 10.3DN

のํ形があけられている。下ଆࠨଆԑにਕ物

ই が ೝ め ら れ る。 第 34 ਤ 2 は  さ 41.7DN、 ෯

12.4DN で、中ԝ部のย面がりऔられている。্ ・

下  部 の ް さ 11.3DN、 中 ԝ 部 の ް さ 1.5d5.0DN

である。શ面にਕ物ইがೝめられ、ඃにより一

部が炭化している。
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第 7 図　SE66 井戸跡出土木製品（1）

1

5

2 3

6

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.1 8.0 8.6 2.5 	2.7
 ԣ木地ຝऔ 301 1-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.5 6.1 6.4 2.9 3.5 ԣ木地ຝऔ 302 1-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.4 6.5 6.8 2.4 	3.9
 ԣ木地ຝऔ 303 1-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 11.3 7.3 7.9 3.1 3.8 ԣ木地ຝऔ 306 1-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.5 10.8 7.1 8.0 2.9 3.3 ԣ木地ຝऔ 307 1-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.1 8.1 8.6 1.9 2.4 ԣ木地ຝऔ 308 1-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.4 7.4 8.0 3.0 3.2 ԣ木地ຝऔ 311 1-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.5 10.9 7.3 7.5 3.1 3.2 ԣ木地ຝऔ 312 1-8
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S=1/3

4

7 8
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写真図版 1　SE66 井戸跡出土木製品（1）

2 43

5

1

6 7 8



第３ষ　SE66 井戸跡の֓ཁと出土遺物

��

第 8 図　SE66 井戸跡出土木製品（2 ）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.6 6.6 7.0 2.7 3.2 ԣ木地ຝऔ 313 2-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 11.0 11.3 7.4 7.8 3.0 3.6 ԣ木地ຝऔ 314 2-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.8 7.8 8.0 2.5 2.9 ̡ 樹種同定：5;07SE066-16（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 315 2-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.6 9.9 6.9 7.4 2.4 2.9 ԣ木地ຝऔ 317 2-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.6 7.1 7.5 3.0 3.7 ԣ木地ຝऔ 318 2-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 11.4 7.0 7.4 3.1 4.0 ԣ木地ຝऔ 320 2-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.4 9.8 6.6 7.3 2.1 2.5 ̡ 樹種同定：5;07SE066-13（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）rʲ年代測定：5;07SE066-13ʳ 321 2-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.7 10.2 6.7 7.0 2.9 	3.7
 ԣ木地ຝऔ 322 2-8
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写真図版 2　SE66 井戸跡出土木製品（2）

2 43

5

1

6 7 8



第３ষ　SE66 井戸跡の֓ཁと出土遺物

��

第 9 図　SE66 井戸跡出土木製品（3）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 11.0 11.7 7.5 8.2 2.9 3.8 ԣ木地ຝऔ 323 3-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.4 11.1 7.5 7.7 3.2 	3.7
 ԣ木地ຝऔ 324 3-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 10.8 8.3 8.5 2.7 2.9 ̡ 樹種同定：5;07SE066-17（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 325 3-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.0 6.8 7.3 2.7 3.0 ԣ木地ຝऔ 327 3-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.3 10.5 6.6 7.2 3.5 4.1 ԣ木地ຝऔ 328 3-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.9 11.2 7.1 7.7 2.6 3.7 ԣ木地ຝऔ 330 3-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 	10.6
 	11.2
 7.7 7.9 3.2 3.6 ԣ木地ຝऔ 332 3-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.2 6.9 7.3 2.6 3.0 ԣ木地ຝऔ 333 3-8
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写真図版 3　SE66 井戸跡出土木製品（3）
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/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考  ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.4 7.1 7.2 2.7 3.2 ԣ木地ຝऔ 334 4-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.8 11.3 7.0 7.5 3.3 3.9 ԣ木地ຝऔ 335 1-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.7 10.0 7.6 7.9 2.6 3.1 ԣ木地ຝऔ 336 4-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.4 6.9 7.5 3.3 3.4 ̡ 樹種同定：5;07SE066-07（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）rʲ年代測定：5;07SE066-07ʳ 337 4-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.4 9.6 6.9 7.2 2.1 2.5 ̡ 樹種同定：5;07SE066-14（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 338 4-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 11.0 11.4 8.1 8.6 2.3 	3.0
ʲ樹種同定：5;07SE066-18（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 339 4-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 11.3 7.4 7.6 3.1 3.4 ԣ木地ຝऔ 340 4-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 8.5 9.5 - 7.2 1.8 2.3 ԣ木地ຝऔ 341 4-8

第 10 図　SE66 井戸跡出土木製品（4）
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写真図版 4　SE66 井戸跡出土木製品（4）
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第 11 図　SE66 井戸跡出土木製品（5）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.2 9.6 7.0 7.1 1.9 2.5 ̡ 樹種同定：5;07SE066-04（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）rʲ年代測定：5;07SE066-04ʳ 342 5-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.9 7.3 7.6 3.1 3.6 ԣ木地ຝऔ 343 5-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.6 7.7 8.0 2.4 2.8 ԣ木地ຝऔ 344 5-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 11.1 11.6 7.7 8.0 2.9 3.7 ԣ木地ຝऔ 345 5-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.9 11.5 7.5 8.5 2.9 3.6 ԣ木地ຝऔ 346 5-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.5 10.2 7.2 7.4 2.3 2.6 ԣ木地ຝऔ 347 5-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.2 7.2 7.5 2.8 3.3 ԣ木地ຝऔ 348 5-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 10.9 6.8 7.5 2.2 2.9 ԣ木地ຝऔ 349 5-8
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写真図版 5　SE66 井戸跡出土木製品（5）
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第 12 図　SE66 井戸跡出土木製品（6）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.1 7.1 7.4 2.4 3.0 ̡ 樹種同定：5;07SE066-10（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）rʲ年代測定：5;07SE066-10ʳ 350 6-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.5 11.2 7.6 8.1 2.8 3.5 ԣ木地ຝऔ 351 6-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.4 7.3 8.0 2.1 3.0 ԣ木地ຝऔ 352 6-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.5 6.9 7.5 2.7 3.3 ԣ木地ຝऔ 353 6-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.1 10.5 7.1 7.7 2.6 3.6 ԣ木地ຝऔ 355 6-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.9 10.2 6.7 7.3 2.7 3.2 ԣ木地ຝऔ 356 6-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.1 10.5 7.0 7.6 2.3 3.2 ԣ木地ຝऔ 357 6-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.1 6.8 7.1 2.6 2.9 ԣ木地ຝऔ 358 6-8
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写真図版 6　SE66 井戸跡出土木製品（6）
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第 13 図　SE66 井戸跡出土木製品（7）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.6 10.4 7.2 7.6 2.4 3.2 ԣ木地ຝऔ 359 7-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.4 11.0 6.9 7.3 3.4 3.7 ԣ木地ຝऔ 360 7-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.6 6.2 6.6 3.0 3.5 ԣ木地ຝऔ 361 7-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.2 6.8 7.2 1.9 2.1 ԣ木地ຝऔ 362 7-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.6 10.1 6.6 7.0 2.7 3.4 ԣ木地ຝऔ 363 7-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.5 10.0 6.5 7.0 2.7 3.0 ԣ木地ຝऔ 364 7-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.4 7.6 8.1 2.5 	3.3
 ԣ木地ຝऔ 365 7-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 ʖ 9.7 6.7 6.9 3.0 	3.5
 ԣ木地ຝऔ 366 7-8
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写真図版 7　SE66 井戸跡出土木製品（7）
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/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.1 6.9 7.5 2.7 3.3 ԣ木地ຝऔ 367 8-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.4 10.0 6.8 7.3 2.6 2.9 ԣ木地ຝऔ 368 8-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.1 10.3 7.5 8.0 2.5 2.9 ԣ木地ຝऔ 369 8-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.4 6.2 6.9 2.4 2.8 ԣ木地ຝऔ 370 8-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.1 10.2  ʖ 7.6 2.6 2.9 ԣ木地ຝऔ 371 8-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.3 7.0 7.3 2.8 3.2 ԣ木地ຝऔ 375 8-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 10.7 7.1 7.4 3.2 3.5 ԣ木地ຝऔ 376 8-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.0 7.1 7.5 2.0 2.4 ԣ木地ຝऔ 377 8-8

第 14 図　SE66 井戸跡出土木製品（8）
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第 15 図　SE66 井戸跡出土木製品（9）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.2 7.8 8.4 2.1 2.4 ԣ木地ຝऔ 378 9-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.1 7.1 7.5 2.7 3.2 ԣ木地ຝऔ 379 9-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.9 10.3 6.5 6.8 2.7 3.1 ԣ木地ຝऔ 380 9-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.5 6.6 6.7 3.1 3.5 ԣ木地ຝऔ 381 9-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.0 6.9 7.2 3.1 3.5 ԣ木地ຝऔ 382 9-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.3 10.3 7.2 7.6 3.1 3.4 ԣ木地ຝऔ 383 9-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.2 7.4 7.9 3.1 3.3 ԣ木地ຝऔ 384 9-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 10.6 7.1 7.6 3.2 3.3 ԣ木地ຝऔ 385 9-8
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第 16 図　SE66 井戸跡出土木製品（10）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.1 10.3 7.4 7.7 2.4 2.9 ԣ木地ຝऔ 386 10-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.2 7.5 7.8 2.2 2.7 ̡ 樹種同定：5;07SE066-15（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 387 10-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.9 10.2 5.9 6.6 3.2 3.6 ԣ木地ຝऔ 388 10-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.3 10.1 7.4 7.7 1.6 2.5 ԣ木地ຝऔ 389 10-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.6 10.1 6.5 6.7 2.5 	3.8
 ԣ木地ຝऔ 390 10-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.2 9.8 7.1 7.5 2.4 2.8 ̡ 樹種同定：5;07SE066-08（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 392 10-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.6 6.9 7.5 2.4 3.4 ԣ木地ຝऔ 393 10-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 11.1 7.2 7.6 2.8 	3.2
ʲ樹種同定：5;07SE066-11（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 394 10-8
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第 17 図　SE66 井戸跡出土木製品（11）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 8.4 9.4 6.0 6.5 1.8 3.4 ̡ 樹種同定：5;07SE066-01（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）rʲ年代測定：5;07SE066-01ʳ 396 11-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.4 10.5 6.9 7.5 2.8 3.0 ԣ木地ຝऔ 398 11-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.1 10.2 7.0 7.8 2.3 3.0 ԣ木地ຝऔ 400 11-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.5 10.0 6.8 7.2 2.3 3.1 ԣ木地ຝऔ 401 11-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.4 11.1 7.5 8.1 2.6 3.0 ԣ木地ຝऔ 402 11-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 10.6 6.7 7.6 2.6 3.3 ԣ木地ຝऔ 403 11-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.4 11.0 7.2 7.7 2.6 3.3 ԣ木地ຝऔ 404 11-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.9 11.2 7.8 8.1 2.9 3.2 ԣ木地ຝऔ 405 11-8
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第 18 図　SE66 井戸跡出土木製品（12）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 11.2 7.3 7.8 	3.1
 	3.3
 ԣ木地ຝऔ 406 12-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 	10.5
 	11.1
 7.4 7.9 2.9 3.5 ԣ木地ຝऔ 407 12-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.8 11.3 7.3 7.6 2.9 3.6 ԣ木地ຝऔ 408 12-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 11.0 11.5 7.9 8.2 2.8 3.9 ԣ木地ຝऔ 409 12-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.6 6.9 7.5 3.6 3.9 ԣ木地ຝऔ 410 12-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.1 9.6 7.1 7.3 1.8 2.3 ԣ木地ຝऔ 411 12-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.2 6.9 7.2 3.0 3.6 ԣ木地ຝऔ 412 12-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.3 6 .9 7.2 3.0 3.7 ԣ木地ຝऔ 413 12-8
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第 19 図　SE66 井戸跡出土木製品（13）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.3 7.0 7.5 2.6 3.0 ԣ木地ຝऔ 414 13-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 10.8 6.7 7.7 2.8 3.1 ԣ木地ຝऔ 415 13-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 8.8 10.1 6.7 7.1 1.9 3.1 ԣ木地ຝऔ 416 13-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.7 10.1 6.9 7.1 2.3 2.8 ԣ木地ຝऔ 417 13-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.8 7.1 7.6 2.9 3.6 ̡ 樹種同定：5;07SE066-19（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 418 13-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.1 10.8 7.0 7.2 2.5 3.0 ԣ木地ຝऔ 419 13-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 11.0 7.8 8.3 3.1 3.3 ԣ木地ຝऔ 420 13-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.6 10.1 5.3 6.7 3.0 	3.2
 ԣ木地ຝऔ 421 13-8
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第 20 図　SE66 井戸跡出土木製品（14）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.1 10.7 6.7 6.9 3.1 3.5 ̡ 樹種同定：5;07SE066-20（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 422 14-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.1 10.2 6.9 7.5 2.4 2.7 ԣ木地ຝऔ 423 14-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.7 7.4 7.8 2.4 3.4 ԣ木地ຝऔ 425 14-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.6 10.1 7.0 7.4 2.9 3.1 ԣ木地ຝऔ 426 14-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.3 7.0 7.5 2.6 3.0 ԣ木地ຝऔ 427 14-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.9 10.1 6.9 7.3 2.5 3.1 ԣ木地ຝऔ 428 14-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.3 10.2 6.7 7.4 2.7 3.5 ԣ木地ຝऔ 429 14-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.5 7.4 7.9 2.2 3.2 ԣ木地ຝऔ 431 14-8
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第 21 図　SE66 井戸跡出土木製品（15）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 10.9 7.2 7.5 2.8 3.4 ԣ木地ຝऔ 432 15-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 10.6 7.2 7.7 2.3 3.1 ԣ木地ຝऔ 433 15-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.4 7.4 7.6 2.3 3.3 ԣ木地ຝऔ 435 15-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.1 7.7 8.2 2.3 2.9 ԣ木地ຝऔ 436 15-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.6 7.4 8.2 2.2 3.0 ԣ木地ຝऔ 437 15-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.2 6.8 7.3 2.7 3.6 ̡ 樹種同定：5;07SE066-21（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 438 15-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.8 11.6 6.5 6.8 3.6 4.0 ԣ木地ຝऔ 439 15-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.5 9.8 7.2 7.9 2.3 2.9 ԣ木地ຝऔ 440 15-8
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第 22 図　SE66 井戸跡出土木製品（16）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.5 10.9 7.6 8.0 3.2 	3.6
 ԣ木地ຝऔ 442 16-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.3 6.9 7.2 3.3 	3.5
ʲ樹種同定：5;07SE066-12（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 443 16-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.2 9.8 6.1 6.6 2.3 	3.3
ʲ樹種同定：5;07SE066-02（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 444 16-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.3 7.5 7.8 2.5 3.0 ̡ 樹種同定：5;07SE066-09（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 446 16-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.9 11.3 6.7 7.2 2.2 	3.3
 ԣ木地ຝऔ 447 16-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 	9.2
 	10.2
 	5.3
 ʖ 	2.4
 	2.9
 ԣ木地ຝऔ　ྼ化著しい 448 16-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 11.0 7.4 7.8 2.4 2.6 ԣ木地ຝऔ 449 16-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 10.9 7.5 7.8 3.2 3.6 ԣ木地ຝऔ 451 16-8
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第 23 図　SE66 井戸跡出土木製品（17）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.7 10.3 6.6 7.2 2.9 3.6 ԣ木地ຝऔ 452 17-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.2 8.0 8.3 2.6 2.9 ԣ木地ຝऔ 453 17-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.3 6.9 7.0 2.9 3.4 ԣ木地ຝऔ 454 17-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.3 7.2 7.7 3.0 3.2 ԣ木地ຝऔ 455 17-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.1 6.1 6.4 2.7 3.7 ԣ木地ຝऔ 456 17-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.8 10.5 7.0 7.2 3.0 3.3 ԣ木地ຝऔ 457 17-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 10.5 7.4 7.7 2.6 3.3 ԣ木地ຝऔ 459 17-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.5 11.2 6.6 7.1 3.2 3.8 ԣ木地ຝऔ 460 17-8

0 10cm

S=1/3

1

5

2
3

6

4

7
8



第２અ　出土遺物

��

（S≒ 1/3）

写真図版 17　SE66 井戸跡出土木製品（17）

2 43

5

1

6 7 8



第３ষ　SE66 井戸跡の֓ཁと出土遺物

��

第 24 図　SE66 井戸跡出土木製品（18）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 10.8 7.7 8.2 3.0 3.6 ԣ木地ຝऔ 463 18-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 11.0 11.2 7.6 7.8 3.0 3.2 ԣ木地ຝऔ 465 18-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.7 11.5 7.7 8.0 2.5 3.1 ԣ木地ຝऔ 466 18-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.4 9.7 6.2 7.2 2.4 2.8 ԣ木地ຝऔ 467 18-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.7 10.1 7.2 7.5 3.1 3.6 ԣ木地ຝऔ 468 18-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.5 9.7 	6.1
 	6.8
 2.7 2.8 ̡ 樹種同定：5;07SE066-05（ԣ木地൘औʗケヤキ）r 469 18-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿  ʖ 11.4 8.1 8.5 ʖ 3.8 ԣ木地ຝऔ 470 18-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 10.9 7.3 7.6 3.3 3.4 ԣ木地ຝऔ 472 18-8
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写真図版 18　SE66 井戸跡出土木製品（18）
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第 25 図　SE66 井戸跡出土木製品（19）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ     ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.7 9.8 7.1 7.2 2.5 2.9 ԣ木地ຝऔ 473 19-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.6 9.8 7.4 7.8 2.5 2.7 ̡ 樹種同定：5;07SE066-03（ԣ木地ຝऔʗケヤキ）r 474 19-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.5 7.1 7.5 2.5 2.9 ԣ木地ຝऔ 475 19-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 8.8 9.3 6.3 6.7 2.0 2.4 ԣ木地ຝऔ 476 19-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 10.7 7.1 7.5 3.0 3.2 ԣ木地ຝऔ 477 19-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.2 10.9 7.1 7.6 3.3 3.6 ԣ木地ຝऔ 479 19-6
7 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.3 10.6 7.4 7.8 2.7 3.0 ԣ木地ຝऔ 480 19-7
8 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.6 10.8 6.8 7.3 2.9 3.3 ԣ木地ຝऔ 481 19-8
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写真図版 19　SE66 井戸跡出土木製品（19）
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第 26 図　SE66 井戸跡出土木製品（20）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.5 10.0 6.9 7.2 2.3 3.1 ԣ木地ຝऔ 482 20-1
2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 11.1 11.4 7.3 8.1 2.8 3.6 ԣ木地ຝऔ 483 20-2
3 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.9 10.4 7.7 7.8 2.2 3.0 ԣ木地ຝऔ 484 20-3
4 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 10.0 10.5 6.9 7.3 2.8 2.9 ԣ木地ຝऔ 485 20-4
5 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 小皿 9.5 10.2 7.1 7.7 2.5 3.0 ԣ木地ຝऔ 490 20-5
6 SE66 堆積土 4 層 挽 物未製品 小皿 10.8 11.0 7.4 7.8 2.9 3.4 ԣ木地ຝऔ 491 20-6
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写真図版 20　SE66 井戸跡出土木製品（20）
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第 32 図　SE66 井戸跡出土木製品（26）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ   ্部ܘ ఈ部ܘ 器高
小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷ 小࠷ 大࠷

1 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 椀 14.6 14.9 7.6 8.1 6.2 6.3 ԣ木地ຝऔ 471 26-1

2 SE66 堆積土 4 層 挽物未製品 皿 ʖ 	23.0
  ʖ 	13.7
  ʖ 6.0ʲ樹種同定：5;07SE066-22（ケヤキ）r
高下からの器高 	5.2
、֎面ఈ部にϩΫϩ௺ࠟ̔ϲ所。స用後のਕ物キズ。 391 26-2
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写真図版 26　SE66 井戸跡出土木製品（26）
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第 33 図　SE66 井戸跡出土木製品（27）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ
 ෯ ް

1 SE66 堆積土 4 層 木製品 杓文字 23.5 8.6 0.9 ̡ 樹種同定：5;07SE066-29（ケヤキ）r ൘ 458 27-1
2 SE66 ఈ面 木製品 下駄の歯 	6.7
 	8.4
 3.7 ̡ 樹種同定：5;07SE066-06（දが൘ʗケヤキ）r 488 27-4
3 SE66 堆積土 4 層 木製品 工۩の柄ʁ 33.0 3.4 2.4ʲ樹種同定：5;07SE066-30（Ϋリ）r 出棒状 478 27-2
4 SE66 堆積土 4 層 木製品 不明 	16.7
 	5.2
 2.4 ൘ 486 27-3
5 SE66 堆積土 4 層 木製品 ϔϥ 	16.8
 3.8 1.4 ̡ 樹種同定：5;07SE066-28（൘ʗΫリ）r 304 27-5
6 SE66 堆積土 4 層 木製品 棒状木製品 	16.6
 1.5 0.5 出棒状 487 27-6
7 SE66 堆積土 4 層 木製品 棒状木製品 	10.5
 1.0 0.6ʲ樹種同定：5;07SE066-06（出棒状ʗϜϥαキシキϒଐ）r ্部にՃ工ࠟˠඃ 493 27-7
8 SE66 堆積土 4 層 木製品 棒状木製品 	7.6
 1.6 0.6 出棒状 492 27-8
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写真図版 27　SE66 井戸跡出土木製品（27）
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第 34 図　SE66 井戸跡出土木製品（28）

/P. 遺構名 層Ґ 種ྨ 器種
法量（DN）

備考 ొ ࣸਅ 
 ෯ ް

1 SE66 堆積土 4 層 木製品 不明 	164.7
 2.8 ～ 18.4 1.2 ～ 4.7ʲ樹種同定：5;07SE066-26（Ϋリ）r ２ϲ所にํ形、下部にਕ物キズ。 373 28-1
2 SE66 堆積土 4 層 木製品 不明 41.7 11.0 ～ 12.4 1.5 ～ 11.3ʲ樹種同定：5;07SE066-27（Ϋリ）r 一部炭化。શ面にਕ物キズ。 372 28-2
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写真図版 28　SE66 井戸跡出土木製品（28）
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3

（S≒ 1/1）SE66 堆積土 4 層：種࣮遺体（ϞϞの֩）　࣠ 2.6DN
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ம 1　出土した木製品はऔり্͛後、水ચચড়を行なͬた্で水ਁ状態のまま一時อした。このうち、椀 18 点、

小皿 80 点、皿 1 点、杓文字 1 点の߹計 100 点について、平成 20 年にࣜג会ࣾژ科学に委ୗしてΞ

ϧコーϧอଘ法によるอଘॲཧを行なͬた。また、ࣜג会ࣾՃ器分析ڀݚ所に委ୗして小皿 5 点から採औ

した木ยをࢼ料とする放射性炭素年代測定（第 3 ষ第 1 અ）、椀 3 点、小皿 20 点、皿 1 点、ϔϥ 1 点、杓

文字 1 点、柄 1 点、下駄の歯 1 点、棒状製品 1 点、不明部材 2 点から採औした木ยをࢼ料とする樹種同定

分析（第 3 ষ第 2 અ）を行なͬた。

ம 2　ਕ部形状については、ਕઌの平面形がઢのものをਕ、円ހ状のものを円ਕとݺশし、ਖ਼面؍がઢのも

のを平ਕ、ඉ状のものをؙਕとݺশする。

ம 3　材木の木औりに͓いて、材のԣஅ面を木ޱ、ܘஅ面をຝ、ઢஅ面を൘とݺশする。また、木製༰器

の木औりに͓いて、材のԣஅ面（木ޱ）を༰器のޱとするものをॎ木地औ、材のॎஅ面（ຝあるいは൘）

を༰器のޱとするものをԣ木地औとݺশする。ԣ木地にはຝ・൘があり、ຝ材を用いるものをԣ木地

ຝऔ、൘材を用いるものをԣ木地൘औとݺশする。

板目柾目

縦木地取 横木地取

木口

刃部形状の分類 材木の木取り 木製容器の木取り

直刃 円刃

平刃

丸刃

平面形 正面観
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第̏章　ेాҨग़Ҩʹؔ͢ΔࣗવՊֶతੳ

ୈ̍અɹ์ࣹੑૉʢ".4 ଌఆʣ

ʢ株ʣՃثੳڀݚॴ

 

̍ɽଌఆରࢼྉ
　十郎田遺跡は、宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字十

郎田・宮前（北緯 38°7′27″、東経 140°41′16″）に所

在し、円田ຍ地北西部の平なઉ状ٰྕ্に立地す

る。測定ରࢼ料は、材木ญ跡、掘立柱建物跡、୦݀

跡の柱材やૅ൘、井戸跡出土木製品から採औされډॅ

た木ยで、2008 年に 25 点（*AAA-82775d82799）、

2010 年  に 12 点（*AAA-103284d103295） の ࢼ 料

を測定した（第 1 ද）。いͣれの柱材、ૅ൘、木製品

にも樹ൽはೝめられͣ、ଘする࠷֎年ྠからࢼ料が

採औされた。

̎ɽଌఆのҙٛ
　ຊ遺跡では主にݹ代 d 中世の遺構・遺物が֬ೝされ

ている。遺構は্部がطに平され、すべてߞݱ作土

下の同一面্で֬ೝされたもので層Ґ的な時期区分

は不可能である。ຊ分析では、遺構から出土した木࣭

遺物の年代を明らかにする。これにより、֤遺構͓よ

ͼ遺構群の機能時期を推定するための材料の一つとす

ることを的とする。

̏ɽԽֶॲཧఔ
（１）ϝε・ϐンηοτをい、ࠜ・土のண物をऔ

りআく。

ࢎ（２） - ΞϧΧリ - ॲཧに（AAA：ADJE AMLaMJ ADJE）ࢎ

より不७物を化学的にऔりআく。ͦの後、७水

で中性になるまでرऍし、ס૩させる。AAA ॲ

ཧに͓けるࢎॲཧでは、௨ৗ 1NPM�Ὑ（1M）の

Ԙࢎ（)$M）を用いる。ΞϧΧリॲཧでは水ࢎ化

ナτリϜ（/a0)） 水༹ӷを用い、0.001M か

ら 1M までঃʑにೱを্͛ながらॲཧを行う。

ΞϧΧリೱが 1M にୡした時にはʮAAAʯ、1M

未ຬの場߹はʮAaAʯとද 1 に記ࡌする。

。化炭素（$02）を発生させるࢎ料を೩মさせ、ೋࢼ（３）

（̐）ਅۭϥΠンでೋࢎ化炭素をਫ਼製する。

（̑）ਫ਼製したೋࢎ化炭素をమを৮ഔとして水素でؐݩ

し、άϥϑΝΠτ（$）を生成させる。

（̒）άϥϑΝΠτを内ܘ 1NN のΧιードにϋンドϓ

Ϩε機で٧め、ͦれをϗΠーϧにはめࠐΈ、測

定ஔにணする。

̐ɽଌఆํ๏
　Ճ器をϕーεとした 14$-AMS ઐ用ஔ（/E$ ࣾ

製）を用し、14$ の計、 13$ ೱ（13$�12$）、14$ ೱ

（14$�12$）の測定を行う。測定では、ถࠃࠃ立ඪ४

0x(）ࢎされたシϡڙからఏ（S5*/）ہ ᶘ）をඪ

४ࢼ料とする。このඪ४ࢼ料とόοΫάϥンドࢼ料

の測定も同時に࣮施する。

̑ɽࢉग़ํ๏
（１）Ў 13$ は、ࢼ料炭素の 13$ ೱ（13$�12$）を測定し、

基४ࢼ料からのͣれをઍ分ภࠩ（̄）でදした

である（ද 1）。AMS ஔによる測定を用い、

ද中にʮAMSʯと記する。

（２）14$ 年 代（-JCCZ AHF：ZS#1） は、 ա ڈ の 大 ؾ 中
14$ ೱ  が 一 定 で あ ͬ た と Ծ 定 し て 測 定 さ れ、

1950 年を基४年（0ZS#1）としてる年代であ

る。 年 代  の ࢉ 出 に は、-JCCZ の  ݮ 期（5568

年） を用する（SUVJWFS aOE 1PMaDI 1977）。14$

年代はЎ 13$ によͬて同Ґ体ޮ果をิਖ਼するඞཁ

がある。ิਖ਼したをද 1 に、ิਖ਼していない

をࢀ考としてද 2 にࣔした。14$ 年代とࠩޡ

は、下 1 ܻをޒࣺ࢛入して 10 年୯Ґでදࣔされ

る。また、14$ 年代のࠩޡ（ʶ 1 М）は、ࢼ料の
14$ 年代がͦのൣࠩޡғに入る֬が 68.2ˋであ

ることをҙຯする。

（３）QM$ （QFSDFOU MPEFSO $aSCPO）は、ඪ४ݱ代炭素

にରするࢼ料炭素の 14$ ೱのׂ߹である。QM$

が小さい（14$ がগない）ほどݹい年代をࣔし、

QM$ が 100 Ҏ্（14$ の量がඪ४ݱ代炭素と同

Ҏ্）の場߹ MPEFSO とする。このもЎ 13$

によͬてิਖ਼するඞཁがあるため、ิਖ਼した
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をද 1 に、ิਖ਼していないをࢀ考としてද 2

にࣔした。

（̐）暦年ֱਖ਼年代とは、年代がطのࢼ料の 14$ ೱ

をݩにඳかれたֱਖ਼ۂઢとরらし߹わせ、աڈの
14$ ೱม化などをิਖ਼し、࣮年代にۙͮけた

である。暦年ֱਖ਼年代は、14$ 年代にରԠするֱ

ਖ਼ۂઢ্の暦年代ൣғであり、1 ඪ४ภࠩ（1 М

ʹ 68.2ˋ）あるいは 2 ඪ४ภࠩ（2 Мʹ 95.4ˋ）

でදࣔされる。άϥϑのॎ࣠が 14$ 年代、ԣ࣠が

暦年ֱਖ਼年代をදす。暦年ֱਖ਼ϓϩάϥϜに入

ྗされるは、Ў 13$ ิਖ਼を行い、下一ܻをࣺ࢛

入しないޒ 14$ 年代である。

　な͓、ֱਖ਼ۂઢ͓よͼֱਖ਼ϓϩάϥϜは、σー

λの積によͬてߋ৽される。また、ϓϩάϥ

Ϝの種ྨによͬても結果がҟなるため、年代の

用にあたͬてはͦの種ྨとόーδϣンを֬ೝ׆

するඞཁがある。ここでは、2008 年測定ࢼ料

の暦年ֱਖ਼年代の計ࢉに、*OU$aM04 σーλϕー

ε（3FJNFS FU aM. 2004）を用い、0x$aMW4.0 ֱਖ਼

ϓϩάϥϜ（#SPOL 3aNTFZ 1995�  #SPOL 3aNTFZ 

2001� #SPOL 3aNTFZ, WaO EFS 1MJDIU aOE 8FOJOHFS 

2001） を用した。 また、2010 年測定ࢼ料

の暦年ֱਖ਼には、*OU$aM09 σーλϕーε（3FJNFS 

FU aM. 2009）を用い、0x$aMW4.1 ֱਖ਼ϓϩάϥϜ

（#SPOL 3aNTFZ 2009） を  用 し た。*OU$aM04 と

*OU$aM09 のσーλは、ࠓճ測定したࢼ料の年代ൣ

ғがڞ௨しているため、暦年ߍਖ਼の結果は基ຊ

的に同༷にࢉ出される。暦年ֱਖ਼年代について

は、特定のσーλϕーε、ϓϩάϥϜにґଘす

る点を考ྀし、ϓϩάϥϜに入ྗするととも

にࢀ考として第 2 දにࣔした。暦年ֱਖ਼年代は、
14$ 年代に基ͮいてֱਖ਼（DaMJCSaUF）された年代

であることを明ࣔするためにʮDaM #$�A%ʯ（ま

たはʮDaM #1ʯ）という୯Ґでදされる。

̒ɽଌఆ݁Ռ
ʢ̍ʣ���� ଌఆࢼྉ

SA28 材木ญ跡柱材の 14$ 年代は、5;07SA028-02 が

1410 ʶ 30ZS#1、同 -03 が 1330 ʶ 30ZS#1、同 -05 が

1410 ʶ 30ZS#1、 同 -07 が 1470 ʶ 30ZS#1、 同 -09

が 1270 ʶ 30ZS#1 で あ る。5;07SA028-02 と 同 -05

はࠩޡ（ʶ 1 М）のൣғでよく一கし、ほ΅同年代を

ࣔす。5 点の年代の間には、૬ޓに͓͓ΉͶۙす

るൣғがݟられるものの、࠷もݹい 5;07SA028-07 と

も৽しい同࠷ -09 には明ྎな年代ࠩがೝめられる。暦

年ֱਖ਼年代（1 М）は、5;07SA028-02 が 614d655DaM 

A% の ൣ ғ、 同 -03 が 653d763DaM A% の 間 に 2 つ の

ൣ ғ、 同 -05 が 616d655DaM A% の ൣ ғ、 同 -07 が

566d623DaM A% の ൣ ғ、 同 -09 が 689d773DaM A% の

ൣғでࣔされる。これらの柱材には樹ൽとਊ部ともに

ແく、ਊ材から辺材にかけての部Ґがݟられた。

SA76 材 木 ญ 跡 柱 材 の 14$ 年 代 は、5;07SA076-01

が 1510 ʶ 40ZS#1、同 -02 が 1440 ʶ 30ZS#1 である。

2 点のはࠩޡ（ʶ 1 М）のൣғでۙし、͓͓Ή

Ͷۙい年代となͬている。暦年ֱਖ਼年代（1 М）は、

5;07SA076-01 が 535d610DaM A% の ൣ ғ、 同 -02 が

600d646DaM A% のൣғでࣔされる。柱材には樹ൽがແ

いが、ͦの࠷֎年ྠからࢼ料が採औされた。

SA235 材木ญ跡柱材の 14$ 年代は、5;08SA235-01

が 1440 ʶ 40ZS#1、 同 -02 が 1430 ʶ 40ZS#1、 同

-03 が 1500 ʶ 30ZS#1、 同 -04 が 1320 ʶ 30ZS#1、

同 -05 が 1500 ʶ 30ZS#1 で あ る。5;08SA235-01 と

同 -02、同 -03 と同 -05 が֤ʑࠩޡ（ʶ 1 М）のൣғ

でよく一கし、ほ΅同年代をࣔす。5 点の年代には、

૬ޓに͓͓ΉͶۙするൣғがݟられるものの、࠷

もݹい 5;08SA235-03、同 -05 と࠷も৽しい同 -04 に

は明ྎな年代ࠩがೝめられる。暦年ֱਖ਼年代（1 М）

は、5;08SA235-01 が 596d647DaM A% のൣғ、同 -02

が 606d651DaM A% の ൣ ғ、 同 -03 が 541d605DaM A%

のൣғ、同 -04 が 660d766DaM A% の間に 3 つのൣғ、

同 -05 が 544d603DaM A% の ൣ ғ で ࣔ さ れ る。 樹 ൽ・

ਊ部がແく、ਊ材から辺材にかけてのࢼ料である。

SA28、SA76、SA235 は、一࿈の区画を形成する材

木ญ跡と考えられているが、これらの年代はある程

ڞ௨する。柱材に樹ൽが֬ೝされたものはແく、֬

࣮に伐採年代をࣔす結果ではないが、暦年ֱਖ਼年代（1

М）で 535d766A% のൣғにશてがؚまれ、主にඈௗ

時代に֘する。

S#256 掘立柱建物跡出土ࢼ料の 14$ 年代は、 柱材

5;08S#256-01 が 1410 ʶ 40ZS#1、 同 -02 が 1420

ʶ 40ZS#1、 ૅ ൘ 5;08S#256-03 が 1450 ʶ 40ZS#1

である。3 点のはࠩޡ（ʶ 1 М）のൣғでॏなり、

ۙ い 年 代 を ࣔ し て い る。 暦 年 ֱ ਖ਼ 年 代（1 М） は、

5;08S#256-01 が 615d657DaM A% の ൣ ғ、 同 -02 が

609d651DaM A% の ൣ ғ、 同 -03 が 585d645DaM A% の

ൣғでࣔされる。いͣれも辺材部の࠷֎年ྠから採औ

された。

S#21 掘 立 柱 建 物 跡 出 土 ࢼ 料 の 14$ 年 代 は、 ૅ

൘ 5;07S#021-01 が 840 ʶ 30ZS#1、 柱 材

5;07S#021-02 が 810 ʶ 30ZS#1、 同 -03 が 890 ʶ
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40ZS#1、 同 -04 が 850 ʶ 30ZS#1、 同 -05 が 880 ʶ

30ZS#1 で あ る。5 点 の  は ޡ ࠩ（ ʶ 1 М ） の ൣ ғ

で ॏ な る 部 分 が ଟ く、 ͓ ͓ Ή Ͷ ۙ い 年 代 と な ͬ て

い る。 暦 年 ֱ ਖ਼ 年 代（1 М ） は、5;07S#021-01 が

1168d1225DaM A% の ൣ ғ、 同 -02 が 1212d1262DaM 

A% のൣғ、同 -03 が 1052d1211DaM A% の間に 3 つの

ൣ ғ、 同 -04 が 1159d1225DaM A% の ൣ ғ、 同 -05 が

1056d1215DaM A% の間に 2 つのൣғでࣔされる。ࢼ

料には樹ൽがແく、ͦの辺材部の࠷֎年ྠが採औされ

たことを考ྀすると、遺構の構ங年代は࠷も৽しいࢼ

料の年代にۙいと推定される。

SE66 井 戸 跡 4 層 出 土 木 製 小 皿 未 製 品 の 14$ 年 代

は、5;07SE066-01 が 940 ʶ 30ZS#1、 同 -04 が

900 ʶ 30ZS#1、 同 -07 が 930 ʶ 30ZS#1、 同 -10 が

820 ʶ 30ZS#1、 同 -13 が 930 ʶ 30ZS#1 で あ る。

5;07SE066-01、 同 -04、 同 -07、 同 -13 の  は ޡ

ࠩ（ʶ 1 М） のൣғでॏなり、 ۙい年代をࣔすが、

5;07SE066-10 はこれらよりएׯ৽しいとなͬて

い る。 暦 年 ֱ ਖ਼ 年 代（1 М ） は、5;07SE066-01 が

1031d1153DaM A%、 同 -04 が 1046d1185DaM A%、 同

-07 が 1038d1154DaM A%、 同 -10 が 1188d1260DaM 

A%、同 -13 が 1039d1154DaM A% の間に֤ʑෳのൣ

ғでࣔされる。いͣれのࢼ料も樹ൽがແく、ଟくは辺

材部を用した木製品である。ͦの࠷֎年ྠからࢼ料

が採औされたため、材料となͬた樹木のࢮރ・伐採年

代にۙいがࣔされたと考えられる。

Ҏ্の測定結果をݟると、掘立柱建物跡にൺべて、

材木ญ跡の年代෯がい。この点は、建ங後の部分的

なվमの可能性も考ྀして、年代をݕ౼するඞཁが

ある。

2008 年測定ࢼ料の炭素ؚ༗は、5;07S#021-05

が 45� といҎ֎は、すべて 50d60� であり、十

分なであͬた。化学ॲཧ、測定にはೝめられな

い。

ʢ̎ʣ���� ଌఆࢼྉ
S#138 掘立柱建物跡出土ࢼ料の 14$ 年代は、11 柱

݀出土柱材 3 が 1070 ʶ 30ZS#1、12 柱݀出土柱材 4

が 1070 ʶ 30ZS#1 で、2 点のはࠩޡ（ʶ 1 М）の

ൣғでよく一கし、ۙ い年代をࣔす。暦年ֱਖ਼年代（1

М）は、3 が 904d1015DaM A%、4 が 905d1016DaM A%

のൣғでࣔされる。

S#305 掘立柱建物跡出土ࢼ料の 14$ 年代は、17 柱

݀ 出 土 柱 材 5 が 970 ʶ 30ZS#1、19 柱 ݀ 出 土 柱 材

6 が 920 ʶ 30ZS#1、112 柱 ݀ 出 土 柱 材 7 が 910 ʶ

30ZS#1 である。6 と 7 のはࠩޡ（ʶ 1 М）のൣғ

でॏなり、ۙい年代をࣔす。5 はこれらよりもएݹׯ

いであるが、6 とはࠩޡのൣғでॏなる部分があ

り、3 点とも͓͓ΉͶۙした年代とݴえる。暦

年ֱਖ਼年代（1 М）は、5 が 1022d1148DaM A%、6 が

1045d1160DaM A%、7 が 1045d1164DaM A% の間に֤ʑ

3 つのൣғでࣔされる。

S#262 掘立柱建物跡出土ࢼ料の 14$ 年代は、11 柱

݀ 出 土 柱 材 8 が 1300 ʶ 30ZS#1、12 柱 ݀ 出 土 柱 材

9 が 1330 ʶ 30ZS#1、13 柱 ݀ 出 土 柱 材 10 が 1290

ʶ 30ZS#1、14 柱 ݀ 出 土 柱 材 11 が 1320 ʶ 30ZS#1

である。4 点のはすべてࠩޡ（ʶ 1 М）のൣғで

ॏなり、ۙい年代をࣔす。暦年ֱਖ਼年代（1 М）は、

8 が 670d766DaM A%、9 が 656d759DaM A%、10 が

674d767DaM A%、11 が 657d762DaM A% の 間 に ֤ ʑ 2

つのൣғでࣔされる。

S*231 ୦݀ॅډ跡出土ࢼ料の 14$ 年代は、11 主柱

݀出土柱材 12 が 1520 ʶ 30ZS#1、12 主柱݀出土柱

材 13 が 1450 ʶ 30ZS#1、13 主 柱 ݀ 出 土 柱 材 14 が

1480 ʶ 30ZS#1 で あ る。12 と 14、13 と 14 の  は

֤ʑࠩޡ（ʶ 1 М）のൣғでॏなり、3 点で͓͓よͦ

ۙした年代と考えられる。暦年ֱਖ਼年代（1 М）

は、12 が 539d594DaM A%、13 が 596d641DaM A%、14

が 562d615DaM A% のൣғでࣔされる。

Ҏ্の測定結果より、掘立柱建物跡の測定にมҟ

෯がൺֱ的গないという 2008 年測定ࢼ料でࢦఠさ

れたは、2010 年測定ࢼ料に͓いても͓͓ΉͶ

ೝされたとݴえる。୦݀ॅډ跡の測定結果も、この

1 ྫについては同༷とݟることができる。

な͓、一ൠに木ยをࢼ料とする場߹、もとの樹木の

料が測定されると、樹木ࢼ年ྠより内ଆにたる֎࠷

のࢮރ・伐採年よりもݹい年代をࣔす可能性がある

ことを考ྀするඞཁがある。

2010 年測定ࢼ料の炭素ؚ༗はすべて 50ˋを

え、化学ॲཧ、測定্のはೝめられない。

จݙ

SUVJWFS M. aOE 1PMaDI ).A. 1977 %JTDVTTJPO� 3FQPSUJOH 

PG 14$ EaUa, 3aEJPDaSCPO 19（3）, 355-363

#SPOL 3aNTFZ $. 1995 3aEJPDaSCPO DaMJCSaUJPO aOE 

aOaMZTJT PG TUSaUJHSaQIZ� UIF 0x$aM 1SPHSaN, 

3aEJPDaSCPO 37（2）, 425-430

#SPOL 3aNTFZ $. 2001 %FWFMPQNFOU PG UIF SaEJPDaSCPO 

DaMJCSaUJPO QSPHSaN, 3aEJPDaSCPO 43（2A）, 355-

363
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第１表　試料一覧および 14C 年代

測定番号 料名ࢼ 採औ場所 料ࢼ
形態

ॲཧ
ํ法 Ў 13$ （̄） （AMS） Ў 13$ ิਖ਼あり

-JCCZ AHF （ZS#1） QM$ （�）
*AAA-82775 5;07SA028-02 SA28 材木ญ跡　柱材ᶄ 木ย AAA -25.17 ʶ 0.81 1,410 ʶ 30 83.88 ʶ 0.34
*AAA-82776 5;07SA028-03 SA28 材木ญ跡　柱材ᶅ 木ย AAA -25.24 ʶ 0.75 1,330 ʶ 30 84.72 ʶ 0.36
*AAA-82777 5;07SA028-05 SA28 材木ญ跡　柱材ᶇ 木ย AAA -27.93 ʶ 0.88 1,410 ʶ 30 83.90 ʶ 0.33
*AAA-82778 5;07SA028-07 SA28 材木ญ跡　柱材ᶉ 木ย AAA -26.07 ʶ 0.88 1,470 ʶ 30 83.26 ʶ 0.33
*AAA-82779 5;07SA028-09 SA28 材木ญ跡　柱材ᶋ 木ย AAA -25.63 ʶ 0.54 1,270 ʶ 30 85.42 ʶ 0.35
*AAA-82780 5;07SA076-01 SA76 材木ญ跡　柱材ᶃ 木ย AAA -33.70 ʶ 0.99 1,510 ʶ 40 82.89 ʶ 0.37
*AAA-82781 5;07SA076-02 SA76 材木ญ跡　柱材ᶄ 木ย AAA -24.55 ʶ 0.67 1,440 ʶ 30 83.59 ʶ 0.34
*AAA-82782 5;08SA235-01 SA235 材木ญ跡　柱材ᶃ 木ย AAA -34.00 ʶ 0.81 1,440 ʶ 40 83.55 ʶ 0.36
*AAA-82783 5;08SA235-02 SA235 材木ญ跡　柱材ᶄ 木ย AAA -27.31 ʶ 0.88 1,430 ʶ 40 83.74 ʶ 0.36
*AAA-82784 5;08SA235-03 SA235 材木ญ跡　柱材ᶅ 木ย AAA -27.78 ʶ 0.89 1,500 ʶ 30 82.97 ʶ 0.35
*AAA-82785 5;08SA235-04 SA235 材木ญ跡　柱材ᶆ 木ย AAA -27.65 ʶ 0.92 1,320 ʶ 30 84.90 ʶ 0.36
*AAA-82786 5;08SA235-05 SA235 材木ญ跡　柱材ᶇ 木ย AAA -31.86 ʶ 0.70 1,500 ʶ 30 82.99 ʶ 0.34
*AAA-82787 5;08S#256-01 S#256 掘立柱建物跡　11 柱݀　柱材 木ย AAA -25.08 ʶ 0.80 1,410 ʶ 40 83.93 ʶ 0.37
*AAA-82788 5;08S#256-02 S#256 掘立柱建物跡　13 柱݀　柱材 木ย AAA -28.50 ʶ 0.81 1,420 ʶ 40 83.77 ʶ 0.36
*AAA-82789 5;08S#256-03 S#256 掘立柱建物跡　18 柱݀　ૅ൘ 木ย AAA -29.38 ʶ 0.88 1,450 ʶ 40 83.50 ʶ 0.36
*AAA-82790 5;07S#021-01 S#21 掘立柱建物跡　11 柱݀　ૅ൘ 木ย AAA -33.10 ʶ 1.00 840 ʶ 30 90.08 ʶ 0.34
*AAA-82791 5;07S#021-02 S#21 掘立柱建物跡　12 柱݀　柱材 木ย AAA -33.32 ʶ 0.99 810 ʶ 30 90.37 ʶ 0.36
*AAA-82792 5;07S#021-03 S#21 掘立柱建物跡　13 柱݀　柱材 木ย AAA -28.74 ʶ 0.80 890 ʶ 40 89.53 ʶ 0.38
*AAA-82793 5;07S#021-04 S#21 掘立柱建物跡　14 柱݀　柱材 木ย AAA -25.51 ʶ 0.87 850 ʶ 30 89.96 ʶ 0.37
*AAA-82794 5;07S#021-05 S#21 掘立柱建物跡　17 柱݀　柱材 木ย AAA -26.53 ʶ 0.71 880 ʶ 30 89.65 ʶ 0.35
*AAA-82795 5;07SE066-01 SE66 井戸跡 -4 層　小皿未製品 /P.396 木ย AAA -24.16 ʶ 0.95 940 ʶ 30 88.91 ʶ 0.37
*AAA-82796 5;07SE066-04 SE66 井戸跡 -4 層　小皿未製品 /P.342 木ย AAA -29.48 ʶ 0.80 900 ʶ 30 89.39 ʶ 0.36
*AAA-82797 5;07SE066-07 SE66 井戸跡 -4 層　小皿未製品 /P.337 木ย AAA -28.80 ʶ 0.79 930 ʶ 30 89.03 ʶ 0.38
*AAA-82798 5;07SE066-10 SE66 井戸跡 -4 層　小皿未製品 /P.350 木ย AAA -27.85 ʶ 0.71 820 ʶ 30 90.26 ʶ 0.36
*AAA-82799 5;07SE066-13 SE66 井戸跡 -4 層　小皿未製品 /P.321 木ย AAA -29.35 ʶ 0.69 930 ʶ 30 89.03 ʶ 0.37

*AAA-103284 3 S#138 掘立柱建物跡 11 柱݀　柱材 木ย AAA -26.86 ʶ 0.44 1,070 ʶ 30 87.52 ʶ 0.28
*AAA-103285 4 S#138 掘立柱建物跡 12 柱݀　柱材 木ย AAA -28.49 ʶ 0.65 1,070 ʶ 30 87.56 ʶ 0.28
*AAA-103286 5 S#305 掘立柱建物跡 17 柱݀　柱材 木ย AAA -27.33 ʶ 0.43 970 ʶ 30 88.61 ʶ 0.29
*AAA-103287 6 S#305 掘立柱建物跡 19 柱݀　柱材 木ย AAA -27.00 ʶ 0.56 920 ʶ 30 89.23 ʶ 0.29
*AAA-103288 7 S#305 掘立柱建物跡 112 柱݀　柱材 木ย AAA -29.50 ʶ 0.50 910 ʶ 30 89.28 ʶ 0.30
*AAA-103289 8 S#262 掘立柱建物跡 11 柱݀　柱材 木ย AAA -29.71 ʶ 0.39 1,300 ʶ 30 85.07 ʶ 0.28
*AAA-103290 9 S#262 掘立柱建物跡 12 柱݀　柱材 木ย AAA -25.83 ʶ 0.50 1,330 ʶ 30 84.75 ʶ 0.27
*AAA-103291 10 S#262 掘立柱建物跡 13 柱݀　柱材 木ย AAA -28.84 ʶ 0.38 1,290 ʶ 30 85.14 ʶ 0.27
*AAA-103292 11 S#262 掘立柱建物跡 14 柱݀　柱材 木ย AAA -28.01 ʶ 0.52 1,320 ʶ 30 84.79 ʶ 0.28
*AAA-103293 12 S*231 ୦݀ॅډ跡 11 主柱݀　柱材 木ย AAA -28.43 ʶ 0.46 1,520 ʶ 30 82.80 ʶ 0.28
*AAA-103294 13 S*231 ୦݀ॅډ跡 12 主柱݀　柱材 木ย AAA -27.50 ʶ 0.39 1,450 ʶ 30 83.47 ʶ 0.26
*AAA-103295 14 S*231 ୦݀ॅډ跡 13 主柱݀　柱材 木ย AAA -29.38 ʶ 0.54 1,480 ʶ 30 83.21 ʶ 0.27

<�2734,4214>

#SPOL 3aNTFZ $., WaO EFS 1MJDIU +. aOE 8FOJOHFS #. 2001 

�8JHHMF MaUDIJOH� SaEJPDaSCPO EaUFT, 3aEJPDaSCPO 

43（2A）, 381-389

3FJNFS, 1.+. FU aM. 2004 *OU$aM04 UFSSFTUSJaM SaEJPDaSCPO 

aHF DaMJCSaUJPO, 0-26DaM LZS #1, 3aEJPDaSCPO 46（3）, 

1029-1058

#SPOL 3aNTFZ $. 2009 #aZFTJaO aOaMZTJT PG SaEJPDaSCPO 

EaUFT, 3aEJPDaSCPO 51（1）, 337-360

3FJNFS, 1.+. FU aM. 2009 *OU$aM09 aOE MaSJOF09 

SaEJPDaSCPO aHF DaMJCSaUJPO DVSWFT, 0-50,000 ZFaST 

DaM #1, 3aEJPDaSCPO 51（4）, 1111-1150
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測定番号
Ў 13$ ิਖ਼なし 暦年ֱਖ਼用

（ZS#1） 1 М暦年代ൣғ 2 М暦年代ൣғ
AHF　（ZS#1） QM$　（ˋ）

*AAA-82775 1,410 ʶ 30 83.85 ʶ 0.31 1,411 ʶ 32 614DaMA% - 655DaMA% （68.2�） 584DaMA% - 665DaMA% （95.4�）

*AAA-82776 1,340 ʶ 30 84.68 ʶ 0.33 1,331 ʶ 33 653DaMA% - 691DaMA% （57.2�）
750DaMA% - 763DaMA% （11.0�）

646DaMA% - 724DaMA% （75.9�）
739DaMA% - 771DaMA% （19.5�）

*AAA-82777 1,460 ʶ 30 83.40 ʶ 0.29 1,409 ʶ 31 616DaMA% - 655DaMA% （68.2�） 589DaMA% - 667DaMA% （95.4�）
*AAA-82778 1,490 ʶ 30 83.07 ʶ 0.29 1,471 ʶ 31 566DaMA% - 623DaMA% （68.2�） 545DaMA% - 645DaMA% （95.4�）

*AAA-82779 1,280 ʶ 30 85.31 ʶ 0.33 1,265 ʶ 32 689DaMA% - 773DaMA% （68.2�） 666DaMA% - 825DaMA% （92.3�）
841DaMA% - 862DaMA% （ 3.1�）

*AAA-82780 1,650 ʶ 30 81.42 ʶ 0.32 1,507 ʶ 35 535DaMA% - 610DaMA% （68.2�）
435DaMA% - 491DaMA% （16.3�）
509DaMA% - 518DaMA% （ 1.7�）
529DaMA% - 637DaMA% （77.4�）

*AAA-82781 1,430 ʶ 30 83.66 ʶ 0.32 1,439 ʶ 32 600DaMA% - 646DaMA% （68.2�） 565DaMA% - 655DaMA% （95.4�）
*AAA-82782 1,590 ʶ 30 82.01 ʶ 0.32 1,443 ʶ 34 596DaMA% - 647DaMA% （68.2�） 560DaMA% - 655DaMA% （95.4�）
*AAA-82783 1,460 ʶ 30 83.34 ʶ 0.32 1,425 ʶ 34 606DaMA% - 651DaMA% （68.2�） 571DaMA% - 661DaMA% （95.4�）

*AAA-82784 1,550 ʶ 30 82.50 ʶ 0.31 1,499 ʶ 33 541DaMA% - 605DaMA% （68.2�） 438DaMA% - 488DaMA% （ 9.6�）
531DaMA% - 642DaMA% （85.8�）

*AAA-82785 1,360 ʶ 30 84.44 ʶ 0.32 1,315 ʶ 34
660DaMA% - 695DaMA% （43.6�）
700DaMA% - 708DaMA% （ 6.4�）
748DaMA% - 766DaMA% （18.1�）

653DaMA% r 773DaMA% （95.4�）

*AAA-82786 1,610 ʶ 30 81.83 ʶ 0.31 1,497 ʶ 32 544DaMA% - 603DaMA% （68.2�） 440DaMA% r 485DaMA% （ 7.4�）
532DaMA% - 642DaMA% （88.0�）

*AAA-82787 1,410 ʶ 30 83.92 ʶ 0.34 1,406 ʶ 35 615DaMA% - 657DaMA% （68.2�） 579DaMA% - 670DaMA% （95.4�）
*AAA-82788 1,480 ʶ 30 83.17 ʶ 0.33 1,422 ʶ 34 609DaMA% - 651DaMA% （68.2�） 573DaMA% - 662DaMA% （95.4�）
*AAA-82789 1,520 ʶ 30 82.75 ʶ 0.33 1,448 ʶ 34 585DaMA% - 645DaMA% （68.2�） 555DaMA% - 654DaMA% （95.4�）
*AAA-82790 970 ʶ 30 88.59 ʶ 0.28 838 ʶ 30 1168DaMA% - 1225DaMA% （68.2�） 1155DaMA% - 1266DaMA% （95.4�）
*AAA-82791 950 ʶ 30 88.83 ʶ 0.30 813 ʶ 31 1212DaMA% - 1262DaMA% （68.2�） 1170DaMA% - 1270DaMA% （95.4�）

*AAA-82792 950 ʶ 30 88.85 ʶ 0.35 887 ʶ 34
1052DaMA% - 1081DaMA% （20.1�）
1127DaMA% - 1135DaMA% （ 4.7�）
1152DaMA% - 1211DaMA% （43.4�）

1040DaMA% - 1219DaMA% （95.4�）

*AAA-82793 860 ʶ 30 89.86 ʶ 0.34 849 ʶ 33 1159DaMA% - 1225DaMA% （68.2�）
1051DaMA% - 1082DaMA% （ 7.0�）
1125DaMA% - 1136DaMA% （ 1.6�）
1151DaMA% - 1263DaMA% （86.9�）

*AAA-82794 900 ʶ 30 89.37 ʶ 0.32 877 ʶ 31 1056DaMA% - 1076DaMA% （12.3�）
1154DaMA% - 1215DaMA% （55.9�）

1041DaMA% - 1109DaMA% （25.4�）
1116DaMA% - 1224DaMA% （70.0�）

*AAA-82795 930 ʶ 30 89.06 ʶ 0.32 944 ʶ 33 1031DaMA% - 1052DaMA% （15.6�）
1080DaMA% - 1153DaMA% （52.6�） 1022DaMA% - 1163DaMA% （95.4�）

*AAA-82796 970 ʶ 30 88.57 ʶ 0.32 900 ʶ 32
1046DaMA% - 1093DaMA% （32.6�）
1121DaMA% - 1140DaMA% （12.3�）
1148DaMA% - 1185DaMA% （23.3�）

1040DaMA% - 1212DaMA% （95.4�）

*AAA-82797 1,000 ʶ 30 88.34 ʶ 0.35 933 ʶ 34 1038DaMA% - 1056DaMA% （12.5�）
1076DaMA% - 1154DaMA% （55.7�） 1022DaMA% - 1176DaMA% （95.4�）

*AAA-82798 870 ʶ 30 89.73 ʶ 0.33 822 ʶ 32 1188DaMA% - 1198DaMA% （ 7.8�）
1207DaMA% - 1260DaMA% （60.4�） 1162DaMA% - 1268DaMA% （95.4�）

*AAA-82799 1,010 ʶ 30 88.24 ʶ 0.34 933 ʶ 33 1039DaMA% - 1056DaMA% （12.1�）
1076DaMA% - 1154DaMA% （56.1�） 1023DaMA% - 1173DaMA% （95.4�）

*AAA-103284 1,100 ʶ 20 87.19 ʶ 0.26 1,070 ʶ 25 904DaMA% - 913DaMA% （ 9.5�）
970DaMA% - 1015DaMA% （58.7�）

896DaMA% - 924DaMA% （20.1�）
939DaMA% - 1020DaMA% （75.3�）

*AAA-103285 1,120 ʶ 20 86.94 ʶ 0.25 1,067 ʶ 25 905DaMA% - 911DaMA% （ 6.1�）
971DaMA% - 1016DaMA% （62.1�）

897DaMA% - 922DaMA% （18.0�）
942DaMA% - 1020DaMA% （77.4�）

*AAA-103286 1,010 ʶ 30 88.19 ʶ 0.28 971 ʶ 26
1022DaMA% - 1046DaMA% （32.0�）
1093DaMA% - 1121DaMA% （28.7�）
1140DaMA% - 1148DaMA% （ 7.5�）

1016DaMA% - 1155DaMA% （95.4�）

*AAA-103287 950 ʶ 20 88.87 ʶ 0.27 915 ʶ 26
1045DaMA% - 1095DaMA% （41.4�）
1120DaMA% - 1141DaMA% （17.2�）
1148DaMA% - 1160DaMA% （ 9.6�）

1031DaMA% - 1185DaMA% （95.4�）

*AAA-103288 990 ʶ 30 88.46 ʶ 0.28 910 ʶ 26
1045DaMA% - 1095DaMA% （39.9�）
1120DaMA% - 1141DaMA% （16.0�）
1147DaMA% - 1164DaMA% （12.3�）

1035DaMA% - 1187DaMA% （94.0�）
1200DaMA% - 1206DaMA% （ 1.4�）

*AAA-103289 1,380 ʶ 30 84.25 ʶ 0.27 1,298 ʶ 26 670DaMA% - 710DaMA% （45.5�）
747DaMA% - 766DaMA% （22.7�） 662DaMA% - 773DaMA% （95.4�）

*AAA-103290 1,340 ʶ 20 84.60 ʶ 0.25 1,329 ʶ 25 656DaMA% - 689DaMA% （63.8�）
754DaMA% - 759DaMA% （ 4.4�）

650DaMA% - 715DaMA% （80.3�）
744DaMA% - 769DaMA% （15.1�）

*AAA-103291 1,360 ʶ 30 84.47 ʶ 0.26 1,291 ʶ 25 674DaMA% - 713DaMA% （42.8�）
746DaMA% - 767DaMA% （25.4�） 666DaMA% - 773DaMA% （95.4�）

*AAA-103292 1,370 ʶ 30 84.27 ʶ 0.26 1,324 ʶ 26 657DaMA% - 690DaMA% （57.6�）
751DaMA% - 762DaMA% （10.6�）

651DaMA% - 721DaMA% （76.2�）
741DaMA% - 770DaMA% （19.2�）

*AAA-103293 1,570 ʶ 30 82.22 ʶ 0.26 1,515 ʶ 26 539DaMA% - 594DaMA% （68.2�）
435DaMA% - 490DaMA% （15.8�）
510DaMA% - 517DaMA% （ 1.0�）
529DaMA% - 611DaMA% （78.6�）

*AAA-103294 1,490 ʶ 30 83.04 ʶ 0.25 1,451 ʶ 25 596DaMA% - 641DaMA% （68.2�） 565DaMA% - 649DaMA% （95.4�）
*AAA-103295 1,550 ʶ 30 82.46 ʶ 0.26 1,476 ʶ 26 562DaMA% - 615DaMA% （68.2�） 546DaMA% - 640DaMA% （95.4�）

< 考ࢀ >

第２表　14C 年代と暦年較正年代
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第 35 図　暦年較正年代マルチプロット図（１）
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第 36 図　暦年較正年代マルチプロット図（２）
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第 37 図　暦年較正年代グラフ（１）
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第 38 図　暦年較正年代グラフ（２）
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第 39 図　暦年較正年代グラフ（３）
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第 40 図　暦年較正年代グラフ（４）
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ୈ̎અɹथछಉఆੳ

ʢ株ʣՃثੳڀݚॴ

 

̍ɽ͡Ίʹ
蔵王町十郎田遺跡では、୦݀ॅډ跡、材木ญ跡、掘

立柱建物跡、井戸跡など、主にݹ代 d 中世にかけての

遺構が֬ೝされている。

ຊ報告では、材木ญ跡や掘立柱建物跡の柱݀内から

出土した柱材やૅ൘、井戸跡から出土した木製品をର

として、木材ར用を明らかにするために樹種同定を

࣮施する。

̎ɽࢼྉ
料は、柱材やૅ൘の建ங部材と小皿未製品や棒ࢼ

状木製品の木製品で߹計 78 点である。

̏ɽੳํ๏
ంのਕを用いて木ޱ（ԣஅ面）・ຝ（放射அ面）・

൘（ઢஅ面）の 3 அ面のెखยを作製し、ΨϜ・

Ϋϩϥーϧ（๊水ΫϩϥーϧɼΞϥϏΞΰϜคɼά

リηリンɼৠཹ水のࠞ߹ӷ）で෧入し、ϓϨύϥーτ

を作製する。生物ݦඍڸで木材৫の種ྨやྻを؍

生ඪຊ͓よͼಠ立行法ਓྛ総ݱし、ͦの特徴を

所の日ຊ産木材ࣝ別σーλϕーεとൺֱして種ڀݚ߹

ྨを同定する。な͓、同定のࠜڌとなるݦඍڸ下での

木材৫の特徴については、ౡ地・ҏ東（1982）、

8IFFMFS ଞ（1998）、3JDIUFS ଞ（2006）をࢀ考にする。

また、֤樹種の木材৫については、ྛ（1991）、ҏ

東（1995,1996,1997,1998,1999）をࢀ考にする。

̐ɽ݁Ռ
樹種同定結果を第 3・4 දにࣔす。建ங部材・木製

品は、༿樹 1 分ྨ群（Χヤ）と༿樹 5 分ྨ群（コ

ナϥଐコナϥଐコナϥઅ・Ϋリ・ケヤキ・ケンϙナシ

ଐ・Ϝϥαキシキϒଐ）に同定された。֤分ྨ群のղ

学的特徴を記す。

・ΧϠʢ5PSSFZB�OVDJGFSB�4JFC��FU�;VDD�ʣɹΠνΠՊΧϠଐ

ಓ͓よͼࢷ৫はԾಓのΈで構成され、樹ํ࣠

樹ࡉࢷ๔はೝめられない。Ծಓのૣ材部から൩材部

へのҠ行はやや急で、൩材部の෯はڱい。Ծಓ内น

には 2 ຊがରをなしたらせんංްがೝめられる。放

射৫はॊࡉ๔のΈで構成される。分นはτώ

型 d ώϊキ型で、1 分に 1d4 、放射৫は୯ྻ。ݸ

1d10 。๔高ࡉ

・ίφϥଐίφϥѥଐίφϥઅʢ2VFSDVT�TVCHFO��

2VFSDVT�TFDU��1SJOVTʣɹϒφՊ

部はݍ、材で 1d2 ܘで急ܹに֎ݍ、ྻ

をݮじたのち、ݮしながらՐԌ状にྻする。ಓ

は୯ઠを༗し、นはަޓ状にྻする。放射৫

は同性、୯ྻ、1d20 ๔高のものとෳ߹放射৫とࡉ

がある。

・ΫϦʢ$BTUBOFB�DSFOBUB�4JFC��FU�;VDD�ʣɹϒφՊΫϦଐ

部はݍ、材で 3d4 ܘで急ܹに֎ݍ、ྻ

をݮじたのち、ݮしながらՐԌ状にྻする。ಓ

は୯ઠを༗し、นはަޓ状にྻする。放射৫

は同性、୯ྻ、1d20 。๔高ࡉ

・έϠΩʢ;FMLPWB�TFSSBUB�ʢ5IVOC�ʣ�.BLJOPʣɹχϨՊ

έϠΩଐ

部はݍ、材で 1d2 ܘで急ܹに֎ݍ、ྻ

をݮじたのち、մ状にෳ߹してઢ・ࣼํに༷状

あるいはଳ状にྻし、年ྠքにかͬてܘをݮさ

せる。ಓは୯ઠを༗し、นはަޓ状にྻ、小

ಓ内นにはらせんංްがೝめられる。放射৫はҟ

性、1d8 ๔෯、1d50ࡉ ๔高。放射৫の্下ԑ辺ࡉ

部を中৺に結থࡉ๔がೝめられる。

・ケンポナシ属（Hovenia）　クロウメモドキ科

部はݍ、材で 1d3 でやや急ܹに֎ݍ、ྻ

じたのち、ްนのಓが୯ಠまたはݮをܘ 2 がݸ

放射ํにෳ߹してྻし、年ྠքにかͬてܘを

状にྻޓはަを༗し、นさせる。ಓは୯ઠݮ

する。放射৫はҟ性、1d5 ๔෯、1d40ࡉ 。๔高ࡉ

・ϜϥαΩγΩϒଐʢ$BMMJDBSQBʣɹΫϚπρϥՊ

散材で、ԣஅ面ではଟ角形、は୯ಠ͓よͼ

2d3 にෳ߹して散在して散在する。ಓが放射ํݸ

は୯ઠを༗し、นはަޓ状にྻする。放射৫

はҟ性、1d3 ๔෯、1d20ࡉ 。๔高ࡉ

̑ɽߟ
ʢ̍ʣݐங෦ࡐ

料は、掘立柱建物跡の柱材・ૅ൘͓よͼ材木ญ跡ࢼ

の柱材がある。掘立柱建物跡は、S#21 の柱材 4 点、
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ૅ൘ 1 点、S#256 の柱材 2 点、ૅ൘ 1 点の߹計 8 点

がある。S#21 では、柱材・ૅ൘ともにશてΫリがར

用されているが、S#256 では柱材にΧヤ、ૅ൘にケ

ンϙナシଐがೝめられ、2 ౩で木材ར用にҧいがೝめ

られる。Ϋリはॏߗでڧ・ٺ性が高い材࣭を༗す

る。また、Χヤも༿樹としてはॏߗ・៛ີで水性

が高い材࣭を༗して͓り、柱材にはڧが高くりに

くい木材がબされていることが推定される。一ํ、

ૅ൘では、S#21 で柱材と同じΫリがར用されるが、

S#256 ではケンϙナシଐがར用され、柱材とૅ൘と

でҟなる木材がར用されている。ケンϙナシଐは、ൺ

ֱ的ڧが高いがՃ工は༰қであり、ڰいやׂれがগ

ないとされている（平井 ,1996）。ૅ൘では、柱材ほ

ど樹種がݶ定されていなかͬた可能性がある。また、

2 ౩で柱材の樹種がҟなるഎܠには、建物の規・構

・機能・用్のҧいが関する可能性がある。こ

れらの点については、ࠓ後分析ྫを積しݕ౼するこ

とがまれる。

材 木 ญ 跡 の 柱 材 は、SA28 の 11 点、SA76 の 2

点、SA235 の 26 点 の ߹ 計 39 点 が あ る。 こ の う ち、

SA235 の 2 点をআく 37 点がΫリであり、掘立柱建物

の柱材と同༷の木材がར用されている。ΫリҎ֎で

は、SA235 でコナϥઅとケヤキがೝめられるが、い

ͣれもڧが高い材࣭を༗する点ではΫリとڞ௨点が

ある。材木ญ跡の地্部の構についてはৄࡉが不

明であるが、Ϋリを主体とし、コナϥઅやケヤキがࠞ

じる成から、ڧが高い木材をબしていたと考え

られる。

ʢ̎ʣ木
木 製 品 は、SE66 か ら 出 土 し た 31 点（4 層 30 点、

ఈ面 1 点）がある。4 層の木製品は、30 点中 24 点が

小皿未製品、皿未製品、椀未製品であり、ଞに棒状製

品、ϔϥ、杓文字、柄が֤ 1 点、不明部材が 2 点あ

る。また、ఈ面の木製品では、下駄の歯 1 点がある。

小皿未製品、皿未製品、椀未製品は、֎؍を皿・椀の

形状にり、中をႡ؏く前の状態（荒型）の資料であ

り、遺跡内で༰器のՃ工が行われていたことが推定さ

れる。小皿未製品、皿未製品、椀未製品は、ԣ木地൘

औり 1 点、ԣ木地ຝऔり 23 点で、樹種はケヤキ

である。井戸内から一括で出土していることなどを考

ྀすると、同じݸ体を分ׂして小皿、皿、椀を製作し

ていたことが推定される。ケヤキは、ϒナଐやτνϊ

キとڞに挽物椀・皿によくར用される樹種であり、遺

跡からの出土ྫもଟい。宮城県内でۙい時期の椀・皿

について樹種を明らかにしたྫは、下൧田遺跡の 1

王遺跡ଟլ前地区のࢁ、ྫ 11 ྫ、市ڮ遺跡の 36 ྫ、

നௗ遺跡の 3 ྫがある（高ڮ ,1995� দ༿・鈴木 ,1996�

দ༿ ,2001� ੴ文化財อଘॲཧηンλーז ,2003� ଟլ

城市教育委員会 ,2003）。これらの報告をΈると、い

ͣれの遺跡でもケヤキを主体として͓り、ケヤキҎ֎

ではࢁ王遺跡ଟլ前地区でχϨଐが 1 ྫ、市ڮ遺

跡でΤϊキଐとτνϊキが֤ 1 ྫೝめられる程で

ある。この結果はຊ遺跡の結果とも調和的であり、

֘期の༰器ではケヤキを主体とした木材ར用が推定さ

れる。

༰器Ҏ֎の製品では、不明部材の 2 点、ϔϥ、柄の

߹計 4 点がΫリ、杓文字、下駄の歯がケヤキに同定

された。下駄の歯は、形状・木औりから࿈歯下駄の歯

であり、下駄のදが൘になる木औりであͬたと考

えられる。ケヤキが用いられていることから、ڧ・

ٺ性を考ྀした木材ར用が推定される。ۙい時期の

࿈歯下駄は、ࢁ王遺跡ଟլ前地区と市ڮ遺跡で樹種

同定が࣮施されて͓り、༿樹のϞϛଐ、༿樹のΫ

リ、ϋンϊキઅ、ケヤキ、Πψシσઅ、ϞΫϨンଐが

֬ೝされている（দ༿・鈴木 ,1996� দ༿ 2001� ଟլ

城市教育委員会 遺跡ڮճのケヤキも市ࠓ。（2003,

で֬ೝされて͓り、これまでの報告ྫと調和的であ

る。不明部材は、用్・部Ґのৄࡉが不明であるが、

Ϋリがར用されていることから、ڧをඞཁとした

可能性がある。ϔϥ、柄、杓文字については、県内で

は調査事ྫがগないが、ࠓճの結果からڧの高い木

材がར用されていたと考えられる。

棒状製品は、出棒状をఄして͓り、༿樹のϜϥ

αキシキϒଐがར用されているが、用్などのৄࡉは

不明である。宮城県内に͓けるݹ時代 d 平҆時代に

かけてのϜϥαキシキϒଐの出土ྫをΈると、ࢁ王遺

跡ଟլ前地区の角സʁや工۩の柄、ԡޱ遺跡と中在Ո

ೆ遺跡のに֬ೝされたྫがある（দ༿・鈴木 ,1996�

鈴木ほか ,1996）。

˞）ຊ測定は、ࣾྗڠ会 ・ࣾύリϊ・αーϰΣΠ（ג）

にて࣮施した。
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遺構 遺構ࢬ番号 料番号ࢼ 器種 木औ 樹種

SA28 材木ญ跡

柱材ᶃ 5;07SA028-01 柱材 Ϋリ
柱材ᶄ 5;07SA028-02 柱材 Ϋリ
柱材ᶅ 5;07SA028-03 柱材 Ϋリ
柱材ᶆ 5;07SA028-04 柱材 Ϋリ
柱材ᶇ 5;07SA028-05 柱材 Ϋリ
柱材ᶈ 5;07SA028-06 柱材 Ϋリ
柱材ᶉ 5;07SA028-07 柱材 Ϋリ
柱材ᶊ 5;07SA028-08 柱材 Ϋリ
柱材ᶋ 5;07SA028-09 柱材 Ϋリ
柱材ᶌ 5;07SA028-10 柱材 Ϋリ
柱材ᶍ 5;07SA028-11 柱材 Ϋリ

SA76 材木ญ跡
柱材ᶃ 5;07SA076-01 柱材 Ϋリ
柱材ᶄ 5;07SA076-02 柱材 Ϋリ

SA235 材木ญ跡

柱材ᶃ 5;08SA235-01 柱材 コナϥଐコナϥѥଐコナϥઅ
柱材ᶄ 5;08SA235-02 柱材 Ϋリ
柱材ᶅ 5;08SA235-03 柱材 Ϋリ
柱材ᶆ 5;08SA235-04 柱材 Ϋリ
柱材ᶇ 5;08SA235-05 柱材 Ϋリ
柱材ᶈ 5;08SA235-06 柱材 Ϋリ
柱材ᶉ 5;08SA235-07 柱材 Ϋリ
柱材ᶊ 5;08SA235-08 柱材 Ϋリ
柱材ᶋ 5;08SA235-09 柱材 Ϋリ
柱材ᶌ 5;08SA235-10 柱材 Ϋリ
柱材ᶍ 5;08SA235-11 柱材 ケヤキ
柱材ᶎ 5;08SA235-12 柱材 Ϋリ
柱材ᶏ 5;08SA235-13 柱材 Ϋリ
柱材ᶐ 5;08SA235-14 柱材 Ϋリ
柱材ᶑ 5;08SA235-15 柱材 Ϋリ
柱材ᶒ 5;08SA235-16 柱材 Ϋリ
柱材ᶓ 5;08SA235-17 柱材 Ϋリ
柱材ᶔ 5;08SA235-18 柱材 Ϋリ
柱材ᶕ 5;08SA235-19 柱材 Ϋリ
柱材ᶖ 5;08SA235-20 柱材 Ϋリ
柱材ᾛ 5;08SA235-21 柱材 Ϋリ
柱材ᾦ 5;08SA235-22 柱材 Ϋリ
柱材ᾧ 5;08SA235-23 柱材 Ϋリ
柱材ᾨ 5;08SA235-24 柱材 Ϋリ
柱材ᾩ 5;08SA235-25 柱材 Ϋリ
柱材ᾪ 5;08SA235-26 柱材 Ϋリ

S#21 掘立柱建物跡

11 柱݀ 5;07S#021-01 ૅ൘ Ϋリ
12 柱݀ 5;07S#021-02 柱材 Ϋリ
13 柱݀ 5;07S#021-03 柱材 Ϋリ
14 柱݀ 5;07S#021-04 柱材 Ϋリ
17 柱݀ 5;07S#021-05 柱材 Ϋリ

S#256 掘立柱建物跡
11 柱݀ 5;08S#256-01 柱材 Χヤ
13 柱݀ 5;08S#256-02 柱材 Χヤ
18 柱݀ 5;08S#256-03 ૅ൘ ケンϙナシଐ

第 3 表　樹種同定結果（１）
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遺構 遺構ࢬ番号 料番号ࢼ 器種 木औ 樹種

SE66 井戸跡（4 層）

/P.396 5;07SE066-01 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.444 5;07SE066-02 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.469 5;07SE066-03 小皿未製品 ԣ木地൘औ ケヤキ
/P.342 5;07SE066-04 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.474 5;07SE066-05 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.487 5;07SE066-06 棒状製品 出棒状 Ϝϥαキシキϒଐ
/P.337 5;07SE066-07 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.392 5;07SE066-08 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.446 5;07SE066-09 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.350 5;07SE066-10 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.394 5;07SE066-11 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.443 5;07SE066-12 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.321 5;07SE066-13 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.338 5;07SE066-14 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.387 5;07SE066-15 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.315 5;07SE066-16 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.325 5;07SE066-17 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.339 5;07SE066-18 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.418 5;07SE066-19 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.422 5;07SE066-20 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.438 5;07SE066-21 小皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.391 5;07SE066-22 皿未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.305 5;07SE066-23 椀未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.316 5;07SE066-24 椀未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ
/P.450 5;07SE066-25 椀未製品 ԣ木地ຝऔ ケヤキ

/P.373・374 5;07SE066-26 不明部材 A Ϋリ
/P.372 5;07SE066-27 不明部材 # Ϋリ
/P.304 5;07SE066-28 ϔϥ ຝ Ϋリ
/P.458 5;07SE066-29 杓文字 ຝ ケヤキ
/P.478 5;07SE066-30 柄 Ϋリ

SE66 井戸跡（ఈ面） /P.488 5;07SE066-31 下駄の歯（࿈歯） දが൘ ケヤキ

第 4 表　樹種同定結果（２）

3JDIUFS 　 ).( . ,(SPTTFS  %. ,)F JO[  * .  aOE  (aTTPO 

1.E.（編）,2006, ༿樹材のࣝ別　*A8A によるޫ

学ݦඍڸ的特徴リετ . ҏ東　ོ・౻井　ஐ೭・

൛ޠ日ຊ）߂内ւ　ହ・ٱ　部҆・ࡾ　༤ࠤ

म）, ւ੨ࣾ ,70Q.ʦ3JDIUFS　).(.,(SPTTFS %.,)FJO[ *. 

aOE (aTTPO 1.E.（2004）*A8A -JTU PG MJDSPTDPQJD 

FFaUVSFT GPS SPGUXPPE *EFOUJpDaUJPOʧ.

ౡ 地　 ・ݠ ҏ 東　 ོ  ,1982, ਤ આ 木 材  ৫ . 地 ٿ

ࣾ ,176Q.

鈴木　ࡾஉ・能城　म一・দ༿　ྱ子 ,1996, ઋ市

中在Ո遺跡群出土木材の樹種 .ʮ中在Ոೆ遺跡ଞ

　ઋ市荒井土地区画整ཧ事業関遺跡発掘調査

報告書　第 2 分　分析・考編ʯ, ઋ市文化

財調査報告書第 213 集 , ઋ市教育委員会 ,339-

424.

高ڮ　ར ,1995, ઋ市下൧田遺跡出土材の樹種 .ʮ下

൧田遺跡発掘調査報告書ʯ, ઋ市文化財調査報

告書第 191 集 , ઋ市教育委員会 ,271-289.

ଟլ城市教育委員会 ,2003, 市ڮ遺跡　城ೆ土地区

画整ཧ事業にる発掘調査報告書ᶘ . ଟլ城市

文 化 財 調 査 報 告 書 第 70 集 , ଟ լ 城 市 教 育 委 員

会 ,398Q.

8IFFMFS E.A.,#aTT 1. aOE (aTTPO 1.E.（編）,1998,  ༿

樹材のࣝ別　*A8A によるޫ学ݦඍڸ的特徴リε

τ . ҏ 東　 ོ ・ ౻ 井　 ஐ ೭・ ࠤ ഢ　 ）ߒ 日 ຊ

ޠ ൛  म ）, ւ ੨ ࣾ ,122Q.ʦ8IFFMFS E.A.,#aTT 1. 

aOE (aTTPO 1.E.（1989）*A8A -JTU PG MJDSPTDPQJD 
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第̐章　　ߟ���ʵेాҨʹ͓͚Δதੈͷثੜ࢈ʵ

ୈ̍અɹ4&�� Ҫށ跡のಛͱੑ֨
　SE66 井戸跡は遺跡中ԝ部を東西にԆͼる 4 区の中ԝ部にҐஔする。ຊ遺構周辺は後世の平が基ຊ

層ᶜ層（ԫ৭ϩーϜ層下Ґのന৭೪土層）までٴんでいるが、周辺の状況から時の地形は平なઉ

状ٰྕの部平ୱ面の辺ԑ部を構成する一角であͬたと考えられる。周辺で֬ೝされた遺構との関に

ついては別項（ʮ十郎田遺跡１ʯ第 5 ষ）でݕ౼することとし、ここではຊ遺構の特徴についてݕ౼し、

堆積土中から出土したଟ量の木製品がされたഎܠについて考する。

Ҫށ跡のಛ　ຊ遺構は平面形が࣠ 5.50N、࣠ 3.60N のପ円形をఄし、ਂさ 1.25N の不整な円

形で্部が࿙ే型に։く井戸跡である。ଆ材と考えられるものは遺ଘせͣ、井戸ଆを伴ͬたかどうかは

不明であるが、平面・அ面形状からݟて廃絶後に井戸ଆがൈきऔられた可能性が考えられる。堆積土は

下部の 6・7 層は地ࢁϒϩοΫをؚΉࠇ৭・ࠇ৭೪࣭シϧτで、ਓҝ的埋土と考えられる。また、্

部の 1d5 層は地ཻࢁ・ϒϩοΫ、小、২物遺体をؚΉࠇ৭೪࣭シϧτ、ࠇ৭シϧτで、自然堆積土

と考えられる。堆積土 4 層にଟ量の木製品をؚΈ、3 層にはຊྨ২物遺体が 20d30DN のްさで堆積

していた。また、ఈ面ۙの堆積土中よりਓ಄大の河原ੴ 2 。が出土したݸ

Ҫށ跡のຒաఔ　このことから、井戸の用が中ࢭされてଆ材がൈきऔられた後、河原ੴの入を

伴うਓҝ的な埋め戻しが行なわれたことが窺える。埋め戻しの作業は下部のΈで中ࢭされて͓り、্部

は自然堆積によͬて埋没している。また、自然埋没した্部の堆積土はいͣれも未分ղの༗機࣭をଟく

ؚΉ࣪地性のࠇ৭土であり、水漬けの状態で埋没がਐ行したことを窺わせる。これをࡉにݟると

1d5 層にࡉ分される。ਓҝ的埋土の্はൺֱ的࣭ۉなࠇ৭೪࣭シϧτ（5 層）によͬて෴われ、ͦの

後にଟ量の木製品をؚΉࠇ৭೪࣭シϧτ（4 層）、ଟ量のຊྨ২物遺体をؚΉࠇ৭೪࣭シϧτ（3 層）、

গ量の地ཻࢁをؚΉࠇ৭೪࣭シϧτ（2 層）、গ量の地ࢁϒϩοΫ・ཻ・小をؚΉࠇ৭シϧτ（1 層）

のॱに堆積している。このことから、ਓҝ的埋め戻しの後に水溜めのような状況が形成され一定期間を

経աして 5 層が堆積した後、ଟ量の木製品がԿらかのཧ༝で一括してࠞ入し、さらに্Ґの層が堆積

して埋没がྃしたと考えられる。

木࡞ఔʹ͓͚Δਫ௮͚　堆積土 4 層より出土した木製品は 189 点で、このうち 180 点が挽

物椀・小皿・皿の未製品（荒型）である。これらは্ड़の堆積状況にՃえて、遺物の形態的特徴（第 2

અにৄड़）からݟても一括性は極めて高いとධՁできる。このため、ຊ遺跡内で木地製品の製作が行な

われていたものと考えられ、4 層出土の木製品は水溜め内にਓҝ的に搬入されたものである可能性が高

い。東ژଟຎχϡーλン /0.243・339 遺跡（東ژ埋蔵文化財ηンλー 1992）では、ԃ状遺構を

伴うݹ代のߔ跡から木製༰器・ߞ۩など 340 点が出土した。このうち挽物・Ⴁ物の皿・椀・ുの

未製品が大をめ、ԃ状遺構による水Ґの調અ機能を伴うことなどから、未製品をҙਤ的にʮ水漬けʯ

状態にしていたと推定されている（൧௩ 1992）。ຊ遺構に͓いても水溜め内にਓҝ的に搬入された状況

が֬ೝされることから、木製品の製作工程の一部として水漬けが行なわれていた可能性が考えられる。

　このほかにも河跡やߔ跡、水溜め遺構などの水場からՃ工్中の木製品が一括して出土した事ྫは

散ݟされる。生時代中期のઋ市中在Ոೆ遺跡・ԡޱ遺跡の河跡（ઋ市教育委員会 1996）、高田

̗遺跡 S31・2 自然ྲྀ࿏跡（ઋ市教育委員会 2000）では、木製۩の未製品・成品・ഁଛ品がଟ

量に出土している。ݹ代のౡ県ٷख原 A 遺跡（ౡ県教育委員会 1996）では、࣪地部にるݹ代の
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埋没ྲྀ࿏跡の্面で木製挽物皿・椀の未製品 32 点などがまとまͬて出土している。ฌݿ県֞ࢁ遺跡（ฌ

県教育委員会ݿ 1990）では、ཬ੍地ׂにଈしてํ形に८る S%0d3 成・跡から木製۩の未製品

品がଟ出土している。中世の東ژଟຎχϡーλン /P.493 遺跡 1 号落ちࠐΈ・1 号水溜め（東ژ

埋蔵文化財ηンλー 1995）では木製挽物椀・皿の未製品 5 点をؚΉ木製品 200 点Ҏ্が出土し、ઋ

市ಎϊޱ遺跡 S%3 ງ跡（ઋ市教育委員会 2005）では木製下駄の未製品 4 点が出土している。これ

らについても、木製品の製作工程に͓ける水漬けの可能性をࣔࠦする事ྫと考えられる（ம 1）。

ఔのҙٛ　木製品の製作工程に͓ける水漬けはೄ文時代から生時代中期ಛੑʹΑΔਫ௮͚ࡐ༺

にかけて行し、ͦの後あまりݟられなくなるとされて͓り、ͦのഎܠとしてۚଐ製Ճ工用۩のಋ入と

の関がࢦఠされている（ࢁ田 2001）。しかし、্ड़の௨りݹ代Ҏ߱にも水漬け工程がଘ在した可能性

をࣔす事ྫが散ݟされることから、Ճ工用۩のม化とはҟなるཁ因も考ྀするඞཁがある。

　ຊ遺構の堆積土 4 層から出土した荒型の用材はケヤキである（第 3 ষ第 2 અ）。ケヤキはൺॏがやや

ॏく、ߗくڧਟな木材である。水࣪に性があり、ൺॏのׂに・Ճ工が༰қでׂ྾性はී௨である。

また、ケヤキのס૩時に生じやすいม化としては、ຝ൘のްさํ、ް材、高ؚ水材の֤݅に͓

いて収ॖの૿大が͛ڍられる（وౡほか 1962、Ԭ・ߐ編 2006）。木工の製作工程に͓いて、

木材の一時的な水漬けはݱ在でも行なわれる場߹があり、ͦの的としてはᶃケヤキなどのߗい木材の

場߹は、ؚ 水を高めることによͬてೈ化させՃ工を༰қにすること、ᶄ材料や未製品のอ時の・

ΧϏ・ס૩・ͻͼׂれࢭ・りやม形をࢭすることが͛ڍられる（ம 2）。

　ຊ遺構で水漬けされていた荒型についても、こうしたޮ果をҙਤした可能性が考えられる。荒型にՃ

工された用材は、特に椀（̗ྨ）の場߹、ްさ 0.3d1.2DN 程に器นがり出されたޱԑ部から体部は

急ܹなס૩状態になる一ํ、ґ然として 2.2d4.2DN 程のްΈを࣋つఈ部はס૩がくなる。この

ように不ۉなס૩状態は、ׂれやม形を生じるݥة性を高めると考えられる。小皿の場߹でも、荒型

の֎面と中৺部とでס૩߹いがҟなれ、挽物としてՃ工したࡍに同༷のݥة性を生じるであろう。

ैͬて、ຊ遺構に͓ける荒型の水漬け工程は、木材をೈ化させてՃ工を༰қにすることと、Ճ工中に製

品が部分的ס૩状態とならないようにۉ一なؚ水をҡ࣋してׂれやม形を͙ޮ果をૂͬたものと考

えられる。

 

ୈ � અɹ4&�� Ҫށ跡ग़木のಛͱٕ࡞ज़
　SE66 井戸跡では、堆積土 4 層より木製品 189 点、種࣮遺体 1 点、ఈ面より木製品 1 点などが出土した。

4 層出土の木製品は挽物未製品（荒型）180 点、杓文字 1 点、柄 1 点、箆 1 点、棒状製品 3 点、不明

部材 2 点、不明品 1 点があり、ఈ面出土の木製品は下駄の歯である。種࣮遺体はϞϞの֩である。また、

堆積土より土ࢣ器ᆀ・ᙈ・ਢܙ器ᙈが出土したが、いͣれも小ഁยであり時期のҟなる遺構堆積土など

からのࠞ入と考えられる。

　堆積土 4 層出土の木製品は、井戸廃絶後に水溜め状となͬたஈ֊でਓҝ的に一括して搬入されたも

のである可能性が高い。このうち、挽物未製品（荒型）には小皿 158 点、椀 21 点、皿 1 点があり、形

態・製作ٕज़の点からݟても極めて斉一性の高い資料群であると考えられる。ここでは、堆積土 4 層

出土の挽物未製品の特徴についてݕ౼し、ຊ遺跡に͓ける挽物の製作ٕज़について考する。

൨ະのಛ　挽物未製品（荒型）は 180 点がある。樹種はݦඍ؍ڸによるந出同定の結果と

؍؟からすべてケヤキと考えられ、木औりはԣ木地ຝऔにほ΅౷一されている。্部ܘと器高

から、小皿 158 点（্部ܘ 9.3 ～ 11.7DN、ఈ部ܘ 6.4 ～ 8.6DN、器高 2.1 ～ 4.1DN）、椀 21 点（্部ܘ

14.8d16.5DN、ఈ部ܘ 6.7d9.5DN、器高 6.1d8.1DN）、皿 1 点（ܘޱ 23.0DN、ఈܘ 13.7DN、器高 6.0DN）
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に分ྨできる。

　これらの形態的特徴は極めて斉一性が高く、分ྨ͝とのॏෳτϨーεਤ（第 41 ਤ）でも֬ೝできる。

小皿は֎؍を皿形にૈく成形した荒型で、平面形は円形にۙいଟ角形、ԣஅ面形はややፏ平なٯ形を

ఄする。椀は֎؍を椀形にૈく成形して্面をႡり؏いた荒型で、平面形は円にۙいଟ角形、ԣஅ面形

はଆ面にややؙΈを࣋ち、্部がႡり؏かれたٯ形をఄする。Ⴁり؏かれた部分のՃ工状態から平ਕ

のਕ物によͬて荒くႡり؏かれているＡྨ 4 点、ؙਕのਕ物によͬて内面を成形している̗ྨ 17 点に

̗。分できるࡉ ྨの 1 点は֎ఈ面にϩΫϩ௺ࠟをす。皿は内֎面ともにϩΫϩによる整形が行なわれ、

֎ఈ面の高内のりऔりが行なわれていないもので、体部が内ኪして立ち্がり、ޱԑ部はͦͦまま

。すする器形である。֎ఈ面にϩΫϩ௺ࠟを֎

小皿 椀 A類 椀Ｂ類
0（S=1/3）

8cm

第 41 図　挽物未製品（荒型）の重複トレース図

ຽଏྫࣄʹ͓͚Δ൨の࡞ఔ　ຊ遺跡の挽物製作ٕज़について考するにあたり、昭和 47d50

年にかけてਢ౻ޢによͬて調査されたౡ県ೆ会地ํのຽଏ事ྫ（ਢ౻ 1982）をࢀরして͓きたい。

これによると、挽物の製作工程はᶃ原木の伐採、ᶄΞϥΨλとり、ᶅΧλϒν、ᶆナΧΪリ、ᶇϩΫϩ

挽きのॱとされる。ΞϥΨλとりは原木を伐採したͦの場で行なわれ、ͦの後ΞϥΨλを木地小屋まで

ӡͼ、小屋内の作業場でΧλϒν、ナΧΪリ、ϩΫϩ挽きが行なわれる。

　作業の֓ཁは次のと͓りである。ᶃΞϥΨλとり：Ϥキ（平ਕ・円ਕの小型のි）を用いて行なわれ

るが、2 種ྨのํ法がある。ͻとつはϜキドリとݺれるํ法で、器のද面をണくようにしてΞϥΨλ

をऔる。この場߹、木औりはԣ木地൘औとなる。もうͻとつのํ法は、ϒンΪリとݺれるํ法で、

原木をۄりしଠいものは分にׂり、木材中৺部をፘりऔる。ׂりした原木にナλでりࠐΈを入

れ、分ׂしてΞϥΨλをऔる。この場߹、木औりはԣ木地ຝऔとなる。ᶄΧλϒν：ώϥνϣーナ（ย

खでѻう平ਕ・ਕのखි）で֎ଆを成形する作業である。ᶅナΧΪリ：ナΧΪリνϣーナ（྆खでѻ

うؙਕ・円ਕのखි）で内ଆをႡり؏く作業である。ᶆϩΫϩ挽き：ϩΫϩのઌについている௺にΞϥ

Ψλをணし、一ਓがखҾきでϩΫϩをճసさせながらもう一ਓがΧンナで器面をり出して整形する

作業である。このようなೋਓ挽きのखҾきϩΫϩは明࣏の頃までわれていたという。

ज़　ຊ遺跡の荒型は木औりがԣ木地ຝऔにほ΅౷一されていることから、ೆ会ྫにٕ࡞のܕߥ

ख原Ａ遺跡（平҆時代前ٷられるϒンΪリにྨするํ法で荒型がऔられていたと考えられる。ౡ県ݟ

 d 中世）ではϒンΪリと同༷にׂした原木を放射状にॎׂりしてຝ൘をऔり、྆ଆから̫字形に

りࠐΈを入れて荒型をંりऔるํ法が෮ݩされている（༆水 1996）。この場߹、木औりはすべてԣ木

地ຝऔとなる。

　小皿の木ޱଆにݟえる年ྠの状態（ࣸਅ 18）から、素材となͬた൘材はᶃਅਖ਼なຝ൘ 81 点、ᶄຝ・

൘の中間的な状態のいわΏるຝ൘ 76 点にରして、ᶅਅਖ਼な൘൘は 1 点のΈである。このこと

から、ຝ൘の作出をҙਤした計画的な製材作業が行なわれていたことが窺える。

　また、小皿のஅ面形状についてݕ౼すると、ఈ面を基४とした場߹に্面がᶃほ΅水平なもの 43 点

（27�）、ᶄ木と平行ํにきを࣋つもの 41 点（26�）、ᶅ木とަํにきを࣋つもの 74 点
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（47�）である。ᶃにはᶄ・ᶅのいͣれかのきをͬ࣋ていた

ものが調整によͬてほ΅水平に整えられたものがؚまれている

と考えられるが、্記のׂ߹は荒型の素材となͬた൘材の特徴

を֓Ͷࣔしていると考えられる。つまり、木とަํに

きを࣋つ൘材が主な素材であり、ٷख原ྫで෮ݩされた原木を

放射状にॎׂりする製材ख法が採られていた可能性が高いと考

えられる。このような製材ख法は製作者のຝ൘へのࢤ性の

高さをཪけるものであろう。

　椀はいͣれもೆ会ྫのナΧΪリに૬するஈ֊まで行なわ

れている。Ａྨは平ਕ・円ਕのਕ物でૈくႡり؏かれて͓り、

Ⴁり؏かれた部分の平面形はいͣれもീ角形をఄする。椀のナ

ΧΪリに࠷దなਕ෯のਕ物をબし、ޮ的に作業を行なͬた

ことが窺える。体部の器ްは 1.1d2.1DN である。̗ྨはؙਕ・

円ਕのਕ物で内面を成形し、Ⴁり؏かれた部分の平面形は円形

にۙい。体部の器ްは 0.3d1.2DN である。成形の程や体部の

器ްのҧいにՃえて、̗ྨにϩΫϩ௺ࠟが֬ೝされていること

から、Ａྨˠ̗ྨの作業खॱがऔられていたと考えられる。小

皿については্面が平に調整され、ナΧΪリは行なわれてい

写真 19　カタブチ（左）とナカギリ（右）の動作（須藤 1982）

か 1984・能ྗ։発ڀݚηンλー

2007）。椀の荒型製作で֎面の成

形時に椀をਖ਼Ґにอ࣋した場߹、

ৼり下ろすਕ物のਐ行ํと椀の

ଆ面とが一கせͣ、ಀ͛角を小さ

くして҆定的にのಈ作を行な

うことは不可能である。一ํ、ٯ

Ґにอ࣋した場߹にはಀ͛角が࠷

小ݶの状態でのಈ作を行なう

ことが可能となる。֎面と同じ

ࣼで内ଆをႡり؏く場߹には、ਖ਼

Ґにอ࣋した状態で࠷దなಀ͛角

ない。器高のい小皿ではナΧΪリがলུされていた可能性が考えられる（ம３）。

であることからると、ඃՃ工面が平ݟଘするਕ物ࠟ跡についてຊ遺跡の荒型に　࡞のಈ࡞ܕߥ

ਕઌのӶརなۚଐ製のਕ物が用いられたと考えられる。మ器が格ࠩなくීٴし、మිにᶃ原木のஅ用

のॎි、ᶄ原木の荒（大
ㆈㆈ

Ꮦ
ㆯㆤ

り）用のॎි、ᶅ部材の荒（Ꮦり）用のԣිといͬた基ຊ的な機能

分化がೝめられるのはݹ時代Ҏ߱とされて͓り（ᬒ 2004）、ᶅにۙい作業となるຊ遺跡の荒型製作

に͓いてもԣි（ख
ㆡ㇇ㆄ

ි
ㆪ

）の用が考えられる。

　また、椀・小皿のいͣれに͓いてもଆ面のਕ物ࠟ跡の෯は্面ଆでくなͬて͓り、ํはఈ面

ଆから্面ଆへと推定できる。機ց工学的なࣝをࢀরすると、のಈ作はᶃਕ物のઌ角、ᶄඃՃ

工面にରするਨ面とਕઌの前面（ਐ行ํଆ）との角（すくい角）、ᶅඃՃ工面とਕઌのഎ面との

角（ಀ͛角）によͬて定ٛされ、ඃՃ工物がೈ࣭の場߹にはಀ͛角を大きくすることが༗ޮであるが、

ൺֱ的࣭ߗの場߹にはਕઌへのෛՙが大きくなるためಀ͛角を小さくすることがඞཁとなる（ٱࠤ間ほ

写真 18　小皿荒型の木取り（S=1/2）

ᶄຝऔ /P.361

ᶃຝऔ /P.422

ᶅ൘औ /P.469
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り、器面の内֎面と高部にϩΫϩ挽きが行なわ

れている。ೋのணࠟ跡から、ϩΫϩ挽きの作

業中に製品が落する事ނがىき、࠶ணした

と考えられる。ຊ資料のϩΫϩによる整形作業が

していたかどうかはஅできないが、あるஈྃ

֊で製作が中ࢭされ作業などとしてస用されて

いる。ϩΫϩ挽き作業は高部内面のり出しま

でਐんでいることから、গなくとも器面の内֎面

のり出しはྃしていたと考えられる。高部

内面のり出しではϩΫϩへのண面とରํ

へのྗがՃわりやすいと考えられ、ਕ物のอ࣋と

Ճѹํの੍ޚが不ॆ分ͩͬたことが落の原因

となͬた可能性がある。また、ೋつのϩΫϩ௺ࠟ

は中৺点が一கしないことから、ϩΫϩへの࠶

ணが行なわれた後、製作者によͬてϩΫϩ整形作

業のଓ行が不可能であるとのஅがなされ、స用

された可能性が考えられる。

　ϩΫϩ௺ࠟは 1 ʴ 3 か所で構成されるもので、

中৺の 1 か所から֎ଆに 1.8DN のҐஔにほ΅ۉ

に 3 か所がҐஔする。椀（ܘޱ 15DN 程）と

写真 20　挽物未製品（椀Ｂ類）外底面のロクロ爪痕

写真 21　挽物未製品（皿）外底面のロクロ爪痕

をಘることが可能である。

　ೆ会ྫに͓ける椀の荒型製作では、ᶃΧλϒνのஈ֊ではの্に椀をٯҐにยखでอ࣋し、もう

一ํのखでखිをৼり下ろすことによͬてのಈ作を行ない、ଆ面を成形し、ᶄナΧΪリのஈ֊では

の্に椀をਖ਼Ґにਾえ、྆のཪでڬΈこΉようにอ࣋し、྆खでखිをৼり下ろすことによͬて

のಈ作を行ない、内面を成形するಈ作が記されている（ࣸਅ 19）。্ड़の機ց工学的なݟղとよく

一கするಈ作である。

　֎面の成形とൺֱして内面のႡり؏きではඃՃ工物にରする߅が大きくなるため、椀をઌでอ࣋

することによͬてखݩとਕઌのڑをくऔり、खිをৼり下ろした時によりڧい推ྗをಘることをҙ

ਤしていると考えられる。࣮ݧ考ݹ学的なূݕをཁするが、ຊ遺跡に͓いても基ຊ的にはೆ会ྫとほ

΅同༷のಈ作が෮ݩできると考えられる。

　な͓、荒型の体部֎面にされた面についてݟると、小皿は 11d24 面、椀は 16d25 面の面

で構成されている。このうち、小皿では 12d17 面、椀では 20d24 面のものがͦれͧれ 7 ׂをめ、

小皿で 15 面、椀で 22 面程がඪ४的な্がりであͬたことが窺える。

ϩΫϩ൨͖ۀ࡞　挽物未製品のうち、ϩΫϩ挽き作業に関わるࠟ跡をすものは 2 点ある。このうち、

第 31 ਤ 1 の椀（̗ྨ）には֎ఈ面の中ԝ部にϩΫϩ௺ࠟ（ࣸਅ 20）がଘしているが、内֎面とも

にϩΫϩ挽きをࣔすࠟ跡はೝめられない。௺ࠟは֎ఈ面のほ΅中৺にҐஔするが、ޱԑ部֎形の中৺と

は一கしない。また、ຊ資料は器นが 0.7d1.2DN とൺֱ的ബく成形されている一ํ、平面形にΈが生

じている。このため、このままϩΫϩ挽きの作業を行なͬた場߹、ޱԑ部の一にܽଛを生じる状態で

ある。このことから、ຊ資料はϩΫϩへのணが行なわれた後、製作者によͬて平面形のΏがΈがೝ

され、ϩΫϩ挽きにணखすることなく製作中ࢭのஅがなされた可能性が考えられる。

　また、第 32 ਤ 2 の皿には֎ఈ面の中ԝ部にೋのணをࣔすϩΫϩ௺ࠟ（ࣸਅ 21）がଘして͓
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皿（ܘޱ 23DN 程）にされた௺ࠟの規は一கすることから、用されたϩΫϩは同一の可能性が

あり、ܘޱ 23DN 程の大きさの製品を挽くことができたと考えられる（ம 4）。蔵王町ۼ田遺跡 S%7

跡出土࣫椀（蔵王町教育委員会ߔ 2011、高ܘ 7.3DN）、ઋ市中高༄遺跡 S,1008 土出土࣫椀（宮

城県教育委員会 2006、高ܘ 6.5DN）にも 1 ʴ 3 か所で構成されるϩΫϩ௺ࠟがଘするが、中৺から

の間ִはۼ田ྫで 1.1DN、中高༄ྫで 1.0DN とڱく、ຊྫよりも小型のϩΫϩであͬたと推定される。

　これҎ֎の小皿 158 点、椀 20 点にはϩΫϩ挽き作業に関わるࠟ跡はೝめられない。ϩΫϩ挽きの作

業が行なわれている皿はຊ資料 1 点のΈの出土であり、小皿・椀の製作時にはస用後の作業として

。まれた可能性が考えられるࠐち࣋

　な͓、ϩΫϩ௺ࠟが֬ೝされたことから、椀̗ྨはϩΫϩ挽き作業の前ஈ֊と考えられる。࣮測ਤ

্でϩΫϩ挽き作業との関から器形をݕ౼すると、ޱԑ部֎形の平面形は 17 点のうち 16 点がほ΅

ਖ਼֬な円形にۙい状態にまで成形されて͓り、֎ఈ面はͦれにֱべるとややんͩ円形をఄする。ޱԑ

部֎形と֎ఈ面の円の中৺点が一கするものはない。第 31 ਤ 1 は֎ఈ面の円のほ΅中৺にϩΫϩ௺ࠟ

がҐஔすることから、同༷に֎ఈ面の円の中৺点を基४としてϩΫϩにணしてϩΫϩ挽きの作業を

行なうことを定すると、いͣれもޱԑ部の一にܽଛを生じてしまい製品を成させることは不可

能である。一ํ、ޱԑ部֎形の円の中৺点を基४としてϩΫϩにணした場߹を定すると、17 点す

べてでϩΫϩ挽きによͬて製品を成させることが可能である。このことから、ޱԑ部ଆはあらかじ

め入೦な成形を施し、体部下 d ఈ部はϩΫϩ挽き作業でΈをิਖ਼することを前ఏとしてൺֱ的ૈい

調整にとどめられていることが窺える。第 31 ਤ 1 は、こうした製作工程্の規ଇ性を十分にѲして

いない製作者がϩΫϩへのணを行なͬた可能性がある。これらの荒型から製作可能な製品は、ܘޱ

14.3d15.4DN、ఈܘ 5.4d9.3DN と考えられる。

 

ୈ � અɹ4&�� Ҫށ跡ग़木の
　SE66 井戸跡出土木製品の主体をめる挽物未製品（荒型）は、一括性の高い出土状況をࣔし、形態・

製作ٕज़の点からݟても極めて斉一性が高い資料群である。ここでは前અまでのݕ౼を౿まえて、器種

構成͓よͼ製作ٕज़の特徴と推定される成品の形態、ཧ化学的年代測定の結果などからຊ資料群の製

作された年代についてݕ౼する。

ज़ͱਕࠟ跡　前ड़したౡ県ೆ会地ํのຽଏ事ྫでは、椀のナΧΪリはナΧΪリ用ٕ࡞のܕߥ

のؙਕのखිを用いて行なわれるが、ຊ遺跡の場߹は平ਕのਕ物で大まかにႡりൈき、ͦの後ؙਕのਕ

物で内面を成形している。荒型の製作はݹい時期ほど調整が入೦で、内֎面同じਕ物を用しているྫ

がଟいとされて͓り（࢛༄ 1997）、内面成形する工程のଘ在はൺֱ的ݹい時期の༷૬をࣔしている可能

性が考えられる。

　また、荒型に֬ೝされたਕ物ࠟ跡から、用されたਕ物は平ਕ・ؙਕがあり、いͣれもਕઌの平面形

は円ਕである。ਕ物ࠟ跡やͦの෯から、用されたਕ物はยखでѻうことのできる小型のखිであると

推定される。ೆ会ྫをݟると、Χλϒν用のखිは平ਕ・ਕ、ナΧΪリ用のखිはؙਕ・円ਕであ

る。大工ಓ۩としてのखිにਕのものが一ൠ化するのは 16 世紀とされて͓り（村দ 1987）、ຊ資

料群の年代がこれより߱ることはないと考えられる。

थछબ　樹種はすべてケヤキであり、木औりもほ΅ԣ木地ຝऔに౷一されている。ೆ会ྫなど

を౿まえると、小皿・椀については同一ݸ体から分ׂされたものと考えて大աないであろう。ケヤキは

ϒナやτνϊキとともに挽物椀・皿にଟ用される樹種であるが、ଟլ城周辺のݹ代の挽物では 9 ׂҎ্

にケヤキが用され（鈴木 2006）、中世のઋ市中高༄遺跡では 12d14 世紀頃ではケヤキ、15d17
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世紀Ҏ߱ではϒナଐが主体をめている（宮城県教育委員会 2006）。また、ౡ県内出土の࣫椀などは、

代ݹ d 中世にはケヤキがଟくೝめられ、ۙ世になると一ൠにϒナがく用いられケヤキが用いられるこ

とはكであるという（༆水 1996）。したがͬて、樹種બの面からݟるとຊ資料群はݹ代 d 中世にҐஔ

ͮけられる。

　小皿ߏछث 158 点（87.7�）、椀 21 点（11.6�）、皿 1 点（0.5�）で、小皿が大ଟをめる。ຊ

遺跡と同༷に挽物未製品（荒型）がまとまͬて出土しているౡ県ٷख原Ａ遺跡（平҆時代前 d 中世、

ౡ県教育委員会 1996）のྫをݟると小皿 28 点（87.5�）、椀 4 点（12.5�）であり、ൺはほ΅一க

している（ம 5）。中世ॸຽの৯હ෩ܠをࣔす資料としてられるʰප子 （ɦ12 世紀中頃 d 後）に

ඳかれた৯હ۩をݟると、ന木の平ં敷の্に総ࠇ৭の࣫椀 2 と、小皿ݸ 4 ຕがͬࡌている。椀は൧

椀とो椀、小皿の 3 ຕはڕやࡊのࡊ皿、1 ຕは調ຯ料入れで、一ोࡊࡾの構成がීٴしていたことが

窺える（࢛༄ 2009）。্ड़のようなຊ資料群の器種構成も、このように主に椀と皿で構成され、皿のׂ

߹がଟい中世৯હ۩の器種構成をөしているとݟることができる。

　宮城県内に͓けるݹ代 d 中世の挽物の出土事ྫをݟると、器種構成には皿・椀・֖・ുなどがあるが、

がܘޱ 10DN Ҏ下の小皿はগない。一ํ、挽物の出土事ྫが積されている北地ํでは小皿は 11 世

紀中༿Ҏ߱にݟられ、13 世紀に定型化し、15 世紀に入ͬてܹݮするまで椀とฒぶ主ཁ器種である（࢛

༄ 1997）。宮城県内に͓いては、集落・屋敷内に͓ける挽物のফඅの࣮態をࣔす出土事ྫがكであり、

ηοτ関が明らかとなͬていないと考えられる。ݹ代の挽物がଟ出土しているଟլ城周辺に͓いて

も、ଆߔ・井戸・ߔ・河からの出土が大をめて͓り、出土した挽物の大はന木地である（鈴木

2006）。中世の৯હ۩に͓いても࣫器Ҏ֎にന木地の製品が一定量をめた可能性がࢦఠされて͓り（ਆ

࡛ 1982）、こうした製品の遺跡での遺ଘ状況はさらにݫしいものとなろう。

ਪఆ͞ΕΔͱ　小皿・椀はいͣれもϩΫϩ挽き調整が行なわれていない荒型であるが、形態

の斉一性が高く、ফඅ地に͓ける製品の出土ྫをࢀরすることで成品の形態をある程推定すること

が可能である。荒型をϩΫϩ挽きすることによͬて製作された製品の法量は、然荒型よりも一ճり小

さいものとなる。荒型は平面形にΈをすものがଟく、্部ܘ・ఈ部ܘは࠷大・࠷小の྆ํを計

測しているが、製作可能な製品は࠷小のܘより小さくなると考えられる。したがͬて、ここでは製品

の大きさとൺֱすることを的とするので、࠷小を用いてݕ౼することとする。

ʴ  2.7 ʗ 10.1（計測は࠷小を用） ˖  7.1 ʗ 15.4　 ˓  6.2 ʗ 15.0　 ʴ  6.4 ʗ 15.1（計測は࠷小を用）

第 42 図　挽物未製品（荒型）の上部径と器高
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　荒型の্部ܘと器高の関についてݕ౼する（第 42 ਤ）。小皿は্部ܘ 8.4d11.1DN、器高 1.6d3.6DN

のൣғに分布し、平ۉは্部ܘ 10.1DN、器高 2.7DN である。椀はＡྨが্部ܘ 14.5d16.4DN、器高

6.4d7.6DN、̗ྨが্部ܘ 13.8d15.6DN、器高 5.1d7.3DN のൣғに分布する。製品によりۙい工程と考

えられる̗ྨの平ۉは্部ܘ 15.0DN、器高 6.2DN である。このことから、製作がҙਤされた製品は

小皿がܘޱ 10DN、器高 2.5DN 前後、椀がܘޱ 15DN、器高 6DN 前後に収まる大きさのものであͬたと

考えられる。ϩΫϩ挽きが行なわれている皿の器形をݟると、ఈ部にいྠ高を࣋ち、体部が内ኪし

て立ち্がり、ޱԑ部はࣼめ্ํに։く。内面まで成形が行なわれている椀̗ྨの荒型の形態からは、

にֱべてൺֱ的がਂく、体部は皿と同༷に内ኪして立ち্がり、体部の։きが小さい製品の器形ܘޱ

が推定できる。

　これに֘する製品は、ઋ市中高༄遺跡 S91397 遺物แؚ層出土࣫椀・小皿（宮城県教育委員会

2004・2006）にݟられる（第 43 ਤ、ம 6）。࣫椀・小皿はいͣれも内֎面ࠇ৭࣫で্͛られている。

࣫椀は形のものが出土していないが、ܘޱ 14.8DN、器高 6.0DN 程と推定される。総高の内ଆを

ઙくͬて高とするため、ఈ部がްい。体部はܘޱにֱべてがਂく、内ኪしながら立ち্がる椀形

をఄする。࣫小皿はܘޱ 9.8DN、ఈܘ 7.4DN、器高 1.5DN のものがある。ແ高でޱԑ部が֎する。

S91397 遺物แؚ層出土遺物はڞ伴するৗ産ยുޱや戸産Է皿、在地産ಃ器の生産年代から、13

世紀代にҐஔͮけられている。

小皿 椀
0（S=1/3）

8cm

第 43 図　挽物未製品（荒型）から推定される製品の形態
考資料：ઋ市中高༄遺跡ࢀ S91397 遺物แؚ層出土࣫椀・小皿 （宮城県教育委員会 2006）

　東北地ํでは 13 世紀前後の木製༰器の出土事ྫはগなく編年作業がਐんでいないことから、্ड़の

中高༄ྫのもつ年代෯についてのධՁはしい。北地ํの࣫器編年（࢛༄ 1997）によれ、ݹ代

的な盤がফ໓し椀・皿が基ຊとなるのは北࣫器編年ᶚ期の 11 世紀中༿頃からとされ、փᬵಃ器ࣸし

の椀や、土ࢣ器ࣸしの総高の皿がݟられるようになる。ᶛ期（12 世紀）1 ஈ֊になると椀・皿

とも総高が主ྲྀとなり、2 ஈ֊では椀の高は総高をܧঝしてまͩ分ްいものであるが、いྠ高

となり、はઙく։きの大きなैདྷλΠϓと、が内ኪする࣫椀らしい৽λΠϓがΈられる。椀のޱ

が大きくܘ 16DN である。皿も総高のैདྷλΠϓと、ؙఈの࣫皿らしい৽λΠϓがある。ᶜ期（13

世紀）1 ஈ֊では椀はがਂくなりڧく内ኪするものと、؇やかにࣼめ্ํに։くものがあり、ܘޱは

ややॖ小、高はいྠ高が一ൠ的となる。皿はബखのものがଟく、ྠ高とؙఈのものがあるが、

定型化したものとなる。2 ஈ֊では࣫ֆがく施されるようになる。皿は高がࡾ角状に小さくつくも

のが定型化される。ᶝ期（14 世紀）1 ஈ֊では椀は内ኪとࣼめ্ํに։くものがあり、ڧく内ኪする

ैདྷλΠϓもܧঝされる。高はやや高いものと্͛ఈ෩でఈに角のないޟਠఈがある。皿はؙఈと༗

高がある。2 ஈ֊になると皿のϩΫϩ挽きは前ஈ֊までのബखでΧンナをফしたஸೡなものはগな

く、ްखで整形のૈい量産λΠϓがଟくなるとされている。

　このことから、中高༄ྫにྨする࣫椀・小皿は北࣫器編年ᶜ期 1 ஈ֊（12 世紀 d13 世紀前）

を中৺として、ᶝ期 1 ஈ֊（14 世紀前）までの年代෯を考えることができ、ຊ資料群についても 12

世紀 d14 世紀前の年代が考えられる。
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์ࣹੑૉ　ຊ資料群のうち小皿 5 点から採औした木ยをࢼ料として、AMS 法による放射性炭素

年代測定を࣮施した（第 3 ষ第 1 અ）。この結果、14$ 年代は 940d820 ʶ 30ZS#1 であり、暦年ֱਖ਼年

代 は 1031d1153DaMA%、1038d1154DaMA%、1039d1154DaMA%、1046d1185DaMA%、1188d1260DaMA% の 間

に֤ʑࣔされた。14$ 年代の中ԝでݟた場߹、120 年の։きがある。ຊ資料群は出土状況、樹種同定

結果、ຽଏ事ྫなどからݟてケヤキの同一ݸ体を分ׂして製作された可能性が高い。ೆ会ྫでは、

ܘ 1N、樹ྸ 200 年程のϒナを用材として͓り（ਢ౻ 1982）、ਊ部や樹ൽにۙい部分が用されなかͬ

たとすると、測定の։きはଥなものとݴえよう。したがͬて、ຊ資料群に用いられたケヤキの伐採

年代は測定の࠷も৽しい年代よりもやや৽しく、13 世紀中頃と推定される。伐採後荒型の製作まで

の間に用材のס૩期間を経たかどうかは不明であるが、これを考ྀした場߹でもຊ資料群の製作年代は

্記の年代に収まるものと考えられる。

ຊࢿྉ܈の　樹種બ（ケヤキ）と荒型の製作ٕज़（円ਕのਕ物による入೦な成形）からは、ݹ

代 d 中世の特徴がऔされる。また、器種構成（椀・皿で構成され小皿主体）は中世的な特徴をྑくࣔ

し、定型化が窺われる小皿から 13d14 世紀を中৺とする年代が定される。荒型から推定される製品

の形態的特徴（がਂく体部の։きが小さい椀とܘޱ 10DN 程の定型化した小皿）からは、12 世紀

 d14 世紀前の年代が考えられた。また、放射性炭素年代測定結果から用材の伐採年代は 13 世紀中

頃と推定された。Ҏ্のことから、ຊ資料群の製作年代は 13 世紀中頃と考えられる。

 ୈ � અɹ遺跡のੑ֨
　SE66 井戸跡は、井戸としての機能をఀࢭした後に水溜めとして機能した遺構であり、挽物製作工程

の一部として荒型の水漬けが行なわれていたと考えられる。出土した挽物未製品（荒型）の製作年代は

推定される製品の形態的特徴や放射性炭素年代などから 13 世紀中頃と考えられる。

　荒型は形態・製作ٕज़の斉一性が高いが、एׯのҟなる工程の製品もؚんでいる。また、গながら

ϩΫϩによる整形作業に関わる製品もݟられることから、ຊ遺構周辺に荒型の製作とϩΫϩ挽きの作業

を行なう工がଘ在したと考えられる。ຊ遺構の 50N 西ଆ（4 区西部）では、周辺で出土した中世ಃ

器や柱材の放射性炭素年代などから 13 世紀中頃とΈられる掘立柱建物跡群を֬ೝして͓り、屋敷地の

一角に挽物製作を行なう木地小屋が設けられていたと考えられる。

　な͓、調査区の੍があるものの、ຊ遺構周辺で㯛
ㆌ㇅ㆄ

࣫
㆗ㆤ

（࣫ృり）の作業に関する遺物は出土していな

い。したがͬて、ຊ遺構周辺で作業を行なͬた工ਓは、ϩΫϩによる木地製作までを行ない、㯛࣫の作

業は別の場所で行なう分業੍がऔられていたと考えられる。

　荒型は用材や形態の斉一性が極めて高く、同一ݸ体のケヤキからの分ׂなど計画的な挽物製作が窺え

る。法量に規格性のある同一器形の挽物（椀・皿）がଟ量に生産されていたと考えられ、集落内での自

をڅڙ的なফඅを的とした生産とは一ઢを画するものである。したがͬて、ຊ遺跡では集落֎へのڅ

前ఏとしたྲྀ௨品としての挽物生産が行なわれていたものと考えられる。
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ம 1　中在Ոೆ遺跡・ԡޱ遺跡では河跡のൣғからଟの木製品が出土している。これらは河؛ۙではなく

ఈにまとまͬて出土していることから、水漬けの状態をࣔすものではなく、河؛のある場所で水漬け

されていたものが૿水などによͬてྲྀࣦしたものであろう。∁田̗遺跡でも同༷に自然ྲྀ࿏跡からଟの木

製品が出土しているが、めの材がまとまͬて出土する地点と、未製品がまとまͬて出土する地点とがあり、

ਓҝ的な集積の可能性がࢦఠされている。な͓、ٷख原Ａ遺跡では、4 つの製作ஈ֊のものがࠞ在している

こと、ഁଛ品がଟくをめることなどから、ʮ製作్中の廃غʯ（༆水 1996）、ଟຎχϡーλン /P.493 遺

跡では֤種の製品がࠞ然と出土した状況からʮ廃غʯ（ౢ・西ᖒ 1995）の可能性が考えられている。こう

した事についてݱ時点での明ྎなղऍはしいが、木器製作の場߹、ഁଛ品・ࣦഊ品であͬてもより小型

の製品への作りସえは可能であると考えられる。ഁଛ品・ࣦഊ品をより小型の製品の素材としてస用するこ

とは素材の࣭量をݮগさせながら製品を製作する場߹に͓いて༗ޮであり、ੴ器製作に͓いてはසൟに行な

われている。また、木材の場߹は࠷ऴ的に೩料としてのར用Ձがあるのに、Կނ水場にʮ廃غʯされなけ

れならなかͬたのかというٙがる。

ம２　ౡ県Ԟ会地ํで׆ಈする木地ࢣ・౻原ܒ༞ࢯのޚ教ࣔによる。౻原ࢯによれ、ߗ化のਐんͩס૩木材

ではखිのਕが立たないことがあるという。また、木地製品に͓けるΧϏの༧ରࡦは特にॏཁで、ΧϏが

発生するとݟたにѱいͩけでなく、৯の原因にもなるとの事である。このため、ݱ在行われているന木

の杓子の製作では、材料のϒナ材をあらかじめࣽしているという。

このほか、ۙ世 d ۙ代に͓いても荒型の水漬けあるいはࣽが一ൠ的に行なわれていたと考えられる事ྫが

散ݟされる。ʮࠇ水一ణʯ（ՅӬ 4（1851）年、中村֞ݩ）にඳかれた৴भ木地小屋でのౙقの作業と考え

られる場面では、荒型をזでࣽしている。Ԟ会地ํの౷的な木地ࢣに͓いても、ʮ木のΞΫをൈくʯ

こととʮౚͬた荒型をとかすʯことを的に荒型をזでࣽしていたという。Ԟ会ത物ؗの部߁ਓࢯに

よれ、ࣽ ることによͬて木にؚまれるλンχンがൈけ、木材のม৭を͙ことができるのͩという。また、

ࣣϲ॓町ԣ地区の木地集落でのΫリ材の大ുの製作では、伐採後、木がॊらかいうちに荒औりをしたもの

をνϣナで型͝しらえし、次に大זで一時間ほどࣽしてॊらかくしたものをϩΫϩ挽きしたという（ੁ

 1961）。蔵王町ԕ刈田地区で׆ಈする木地ࠤ・ࢣ౻郎ࢯによれ、खҾきϩΫϩの時代のケヤキ材の椀

の製作では、伐採から荒औりと型͝しらえまでを一に行なͬて 1 年ほどס૩させた後、一൩ほど水漬けし

て材料をॊらかくした後にϩΫϩ挽きの作業を行なͬたという。

ம３　ٷख原Ａ遺跡ではຊ遺跡のものと大きさがほ΅一கする小皿でも、ナΧΪリが行なわれているものがある。

ナΧΪリが行なわれていないものの্面はຊ遺跡のものと同༷に平に調整されている。

ம 4　ຊ遺跡 4 区 S,58 土出土࣫椀（ʮ十郎田遺跡 1ʯ所収、高ܘ 7.8DN）にも中৺からの間ִが 1.8DN でほ

΅同規と考えられるϩΫϩ௺ࠟが؍される。

ம 5　報告書ではܘ 9d10DN、器高 1.5d2DN 程のものを皿と分ྨして͓り、ຊ遺跡の小皿と法量が一கする。

ம でないが、ຊ遺跡ଘ状況がྑ　6 4 区 S,58 土（ʮ十郎田遺跡 1ʯ所収、高ܘ 7.8DN）͓よͼྡするۼ

田遺跡 1 区 S%7 跡（蔵王町教育委員会ߔ 2011、高ܘ 7.3DN）でも 13 世紀頃の࣫器椀が出土している。

いͣれも内֎面ࠇ৭࣫ృで器面にࠟ跡がൺֱ的明ྎに؍される。高ܘやଘ部の状態などからݟると

ຊྫから推定される製品よりもやや大きい製品のようである。
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第５章　総　　括

１ɽ十郎田遺跡は、宮城県ೆ部の刈田郡蔵王町大字十郎田・宮前地内に所在する。遺跡は蔵王町東部

の円田ຍ地北西部に形成されたඪ高 93N の平なઉ状ٰྕ্に立地している。

２ɽࠓճの発掘調査は県営ほ場整備事業を原因とする事前調査として࣮施した。調査区は遺跡ൣғを東

西・ೆ北ํにԣஅ・ॎஅするಓ࿏・水࿏༧定地であり、発掘調査面積は 9,099㎡である。

３ɽ֬ೝした遺構は୦݀ॅډ跡 35 掘立柱建物跡、ݢ 60 ౩、柱ྻ跡 38 、井戸跡 10 基、土 107 基、

跡ߔ 47 、水溜め状遺構 1 基、ߔ状遺構 1 基、性格不明遺構 5 基、柱݀ଟである。

̐ɽ出土した遺物は、土ࢣ器、ϩΫϩ土ࢣ器、ਢܙ器、中世ಃ器、ۙ世ಃ࣓器、ೄ文土器、生土器、

木製品、࣫器、ੴ器、మ製品である。

̑ɽ্記の調査成果のうち、ຊ書で報告したのは SE66 井戸跡とこれに伴ͬて出土した木製品 190 点と、

材木ญ跡・୦݀ॅډ跡・掘立柱建物跡・井戸跡などから出土した木製遺物に関する自然科学的分析

の結果についてである。

̒ɽ発掘調査結果をݕ౼した結果、下記のことが明らかとなͬた。

・中世の屋敷地の一角で井戸跡 1 基が֬ೝされ、井戸の廃絶後には水溜めとしてར用されていた

ことが明した。

・水溜め内から挽物椀・小皿・皿の未製品（荒型）180 点をؚΉ木製品 189 点が一括出土し、挽

物製作工程の一部として荒型の水漬けが行なわれていたと考えられる。

・荒型は用材・Ճ工ํ法・形態の斉一性が極めて高く、法量に規格性のある同一器形の挽物製品が

ଟ量に生産されていたと考えられる。

・ຊ遺跡で生産された挽物製品は集落内での自څ的なফඅを的とした生産とは一ઢを画し、集落

֎へのڅڙを前ఏとしたྲྀ௨品としての挽物生産が行なわれていた可能性が考えられる。

・荒型から推定される製品の形態的特徴と放射性炭素年代測定結果から、ຊ資料群の製作年代は

13 世紀中頃と明した。

・中世の木器生産の༷૬について明らかになͬた事ྫはશࠃ的にݟてもগなく、時の生׆用۩の

生産とྲྀ௨など、中世地ํ村落のॸຽ生׆の࣮態をるوॏなखがかりである。

̓ɽࠓճの発掘調査成果は、円田ຍ地周辺にॅډした時のਓͼとの۩体的ならしぶりをる্でو

ॏなखがかりとなるものである。
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十郎田の丘で活躍した木地職人

　ここに刊行した発掘調査報告書「十郎田遺跡

２」には、十郎田遺跡の 700 年ほど前の屋敷

の一角にあった井戸跡と、そこから出土した大

量の木製品について書かれています。井戸跡は

使われなくなった後、半分ほどが埋められて、

水をためる池のようにして使われていたようで

す。その池の中にある時、たくさんの木製品が

入れられました。木製品のほとんどは、途中ま

で仕上げられた木の椀
わん

や皿で、その数は実に

180 個もありました。

井戸跡から出土した多量の木製品

おおまかな形まで作られた椀や皿が 180 個出土し

ました。大きめの皿や、杓
しゃ

文
も

字
じ

もあります。

【 解 説 】

十郎田遺跡の発掘調査

　十
じゅう

郎
ろ う

田
た

遺
い

跡
せ き

は、小村崎地区のなだらかな丘の上に埋もれている昔の人びとの生活の跡です。小

村崎・平沢地区の円
えん

田
だ

盆
ぼん

地
ち

では、水田や畑を使いやすく作り変えるほ場
じょう

整
せい

備
び

工
こう

事
じ

が計画されまし

た。この工事によって遺跡の一部が壊されてしまうので、工事をする前にどのような遺跡が残さ

れているのかを詳しく調べ、その様子を写真や図面に記録するために、発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

を行なうこと

になりました。発掘調査では、今から約 1300 年ほど前の飛
あ す か

鳥時
じ

代
だい

と、1100 年ほど前の平
へい

安
あん

時代

のムラの跡、700 年ほど前の鎌
かま

倉
くら

時代の屋
や

敷
しき

の跡などが発見されました。

　当時の椀や皿は、切り倒した木を縦に割った板から椀や皿の形を切り取り、手
ちょうな

斧という刃物で

おおまかな形を整えた「荒
あら

型
がた

」を作り、最後にロクロで回転させながらカンナで削って仕上げま

した。このような仕事をする人を、「木
き

地
じ

職
しょく

人
にん

」と言います。十郎田の屋敷の一角には、木地職

人の工
こう

房
ぼう

があったのでしょう。木地職人が作った木の椀や皿は、そのまま使われることもあれば、

漆
うるし

職人の手で漆が塗られて漆
しっ

器
き

として使われることもありました。

　池の中に入れられた状態で出土した椀や皿の多くは、ロクロで仕上げる前の荒型でした。この

荒型について詳しく調べた庄子調査員は、「ケヤキの木は硬く、乾燥した状態ではロクロを使っ

たカンナ削りの作業が難しいので、水に漬けて柔らかくしていたのではないか」と考えました。

他の遺跡での事例を調べたり、現代の職人さんの話を聞いたりしたところ、木製品を削る前に水

に漬ける行為は合理性があり、古くから一般的に行なわれていた可能性があることが分かりまし

た。庄子調査員の細かな観察と調査が、当時の木地職人の知恵を読み解いたのです。

　また、鈴木調査員は「出土したお椀やお皿の数がとても多いので、十郎田の木地職人はたくさ

んの食器を計画的に生産しており、他の集落や町の人びとの手にも渡ったのではないか」と考え

ました。私たちの蔵王町には、現在は遠
とお

刈
がっ

田
た

こけしの生産地として有名な、江戸時代から続く木

地職人の集落があります。十郎田の木地師が活躍したのは、これよりも 500 年ほど前のことです。

蔵王山麓の豊かな森は、今も昔も多くの人びとの生活を支えたのです。

　このようにして明らかにされた十郎田の木地職人の姿は、当時の食生活や生活用具の生産と流

通など、これまで良く分かっていなかった地方の庶
しょ

民
みん

の生活の様子を知る手掛かりとなることで

しょう。ここに記録された十郎田遺跡の考古学的成果は、地域の歴史を解き明かすカギとしてと

ても貴重なものです。
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